
九
ノ
一
〇
、
光
明
寺
残
篇 

                                

出
典 

群
書
類
従 

卷
第
四
百
五
十
四 

 

解
説           

 

幕
府
側
で
在
京
し
て
い
た
者
の
日
記
の
断
片
。
こ
こ
に
元
弘
元
年
八
月
二
十
四
日
、
後
醍
醐
天
皇
が
六

波
羅
の
追
及
を
避
け
て
奈
良
に
逃
れ
て
か
ら
、
同
年
十
月
十
六
日
迄
の
記
事
が
あ
る
。
元
弘
の
役
以
後
、

そ
れ
ほ
ど
日
を
経
ず
に
成
立
し
て
い
る
た
め
史
料
価
値
は
高
い
。
伊
勢
市
光
明
寺
所
蔵
。
重
要
文
化
財
。 

 

原
文 

（
前
略
） 

元
弘
元
年
八
月 

八
月
廿
四
日
。
子
尅

。 

主
上
行
二

幸
他
所
一

之
由
神
五
左
衛
門
尉
參
二

六
波
羅
一

告
申
了
。
仍
所
レ

被
レ

申
二

入
実
否
於
西
園
寺
家
一

也
。 

 

廿
五
日
。 

万
里
小
路
大
納
言
宣
房
卿
。
侍
従
中
納
言
公
明
卿
。
宰
相
成
資
卿
。
別
当
右
衛
門
督
実
世
卿
。
以
上
四
人

被
レ

召
二

捕
之
一

。
於
二

宣
房
一

被
レ

預
二

因
幡
左
近
大
夫
将
監
一

。
公
明
者
被
レ

預
二

波
多
野
上
野
前
司
一

。
成
資

者
被
レ

預
二

丹
後
前
司
一

。
実
世
卿
者
筑
後
前
司
被
レ

預
之
。 

主
上
御
二

坐
山
門
一

之
由
。
被
二

聞
食
定
一

之
旨
。
以
二

両
御
使
一

北
方
高
橋
孫
五
郎
。

南
方
糟
屋
孫
八
。

被
レ

申
二

関
東
一

云
々
。 

 

廿
七
日
。 

被
レ

差
二

向
佐
々
木
大
夫
判
官
。
海
東
備
前
左
近
大
夫
。
波
多
野
上
野
前
司
等
於
山
門
東
坂
下
一

被
レ

向
二

長

井
左
近
大
夫
将
監
。
加
賀
前
司
於
西
坂
下
一

。
被
レ

向
二

常
陸
前
司
於
勢
多
一

。
其
後
春
宮
自
二

持
明
院
殿
一

有

レ

行
二

啓
六
條
殿
一

。
即
御
二

入
于
六
波
羅
一

。
北方

。
供
奉
軍
兵
。
丹
後
前
司
。
筑
後
前
司
。
備
後
民
部
大
夫
等

数
百
騎
也
。                                           

  
       

        

 

廿
八
日 

海
東
備
前
左
近
大
夫
将
監
其
勢
十
七
騎
於
二

東
坂
下
一

致
二

合
戦
一

。
主
従
十
六
騎
打
死
了
。
佐
々
木
大
夫
判

官
。
波
多
野
上
野
前
司
。
山
（
徒
）
之
頸
二
□
□
□
之
間
。
被
懸
二

于
六
條
河
原
一

了
。 

 

廿
九
日 

以
二

両
御
使
御
雑
色
一

。
合
戦
之
□
□
被
レ

申
了
。
御
使
雑
賀
隼
人
佑
。

相
田
十
郎

。
以
二

両
人
一

被
レ

申
二

関
東
一

云
々
。 

 

同
九
月
。 

十
八
日
戌
尅
。 



東
使
秋
田
城
介
殿
。
二

階
堂
出
羽
入
道
殿

。
京
着
。
自
二

路
次
一

六
波
羅
北
方
被
レ

參
。
即
南
方
江

御
入
。 

 

十
九
日
。 

持
明
院
殿
本
新

両
院

。
土
御
門
殿
江
御
幸
。
春
宮
常
磐
井
殿
行
啓
。
六
波
羅
南北

門
前
仁

祇
候
。
依
二

此
事
一

三
須
雅
樂

殿 

彦
四
郎
參
二

向
関
東
一

畢
云
々
。 

武
蔵
右
馬
助
殿
自
二

江
州
柏
木
宿
一

。
宇
治
仁 

 

廿
日 

陸
奥
守
殿
御
京
着
。
武
蔵
右
馬
助
殿
自
□
□
□
□
御
発
二

向
宇
治
一

。 

 

廿
五
日 

武
蔵
右
馬
助
殿
立
二

宇
治
一

御
二

発̶

向
賀
茂
一 

 

廿
六
日 

陸
奥
守
殿
。
長
崎
四
郎
左
衛
門
尉
殿
立
二

京
都
一

御
発
向
□
□
益
。 

 

廿
八
日 

椙
原
一
族
。
栖
山
一
族
。
小
宮
山
一
族
等
属
二

長
崎
四
郎
左
衛
門
尉
之
手
一

。
笠
置
寺
江

懸
二

于
先
陳
一

致
二

合

戦
一

。
□
□
放
二

火
城
墎
一

奉
レ

追
二

落
先
帝
一

了
。 

 

卅
日 

先
帝
夕
日
（
タ
カ
か
）
ノ
山
江

御
落
之
処
。
山
城
国
住
人
深
栖
三
郎
入
道
参
二

向
有
王
山
一

告
二

申
陸
奥
守
殿

一

。
先
帝
。
妙
法
院
宮
。
源
中
納
言
具
行
。
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
卿
。
六
條
少
将
忠
顯
。
四
條
少
将
以
下

生
捕
了
。 

 

十
月
三
日 

□
□
陸
奥
守
殿
。
右
馬
助
殿
。
長
崎
四
郎
左
衛
門
殿
以
下
奉
レ

具
二

先
帝
宮
以
下
一

。
六
波
羅
南
方
江

奉
レ

入
レ

之
。
右
馬
助
殿
家
人
□
□
四
郎
於
二

河
内
国
一

奉
レ

捕
二

一
宮
一

了
。 

（
以
下
省
略
） 

 

読
み
く
だ
し
文 

（
前
略
） 

元
弘
元
年
八
月 

八
月
廿
四
日
。
子
尅
。
主
上
他
所
に
行
幸
の
由
、
神
五
左
衛
門
尉
六
波
羅
に
參
じ
告
げ
申
し
了
ん
ぬ
。
仍

っ
て
実
否
を
西
園
寺
家
に
申
入
れ
ら
る
所
也
。 

 



廿
五
日
。
万
里
小
路
大
納
言
宣
房
卿
、
侍
従
中
納
言
公
明
卿
、
宰
相
成
資
卿
、
別
当
右
衛
門
督
実
世
卿
以

上
四
人
之
を
召
捕
ら
る
。
宣
房
に
於
い
て
は
因
幡
左
近
大
夫
将
監
に
預
け
ら
る
。
公
明
は
波
多
野
上
野
前

司
に
預
け
ら
る
。
成
資
は
丹
後
前
司
に
預
け
ら
る
。
実
世
卿
は
筑
後
前
司
に
之
を
預
け
ら
る
。 

主
上
山
門
に
御
坐
の
由
、
食
定
に
聞
か
る
の
旨
、
両
御
使
（
北
方
高
橋
孫
五
郎
。
南
方
糟
屋
孫
八
）
を
以

て
関
東
に
申
さ
る
と
云
々
。 

 

廿
七
日
。 

佐
々
木
大
夫
判
官
、
海
東
備
前
左
近
大
夫
、
波
多
野
上
野
前
司
等
山
門
東
坂
下
に
差
し
向
わ
さ
る
。
長
井

左
近
大
夫
将
監
、
加
賀
前
司
を
西
坂
下
に
差
し
向
わ
さ
る
。
常
陸
前
司
を
勢
多
に
向
わ
さ
る
。
其
後
春
宮

持
明
院
殿
よ
り
六
條
殿
に
行
啓
有
り
、
即
ち
六
波
羅
北
方
に
御
入
ら
る
。
供
奉
の
軍
兵
、
丹
後
前
司
、
筑

後
前
司
、
備
後
民
部
大
夫
等
数
百
騎
也
。 

 

廿
八
日 

海
東
備
前
左
近
大
夫
将
監
其
勢
十
七
騎
東
坂
下
に
於
い
て
合
戦
致
し
、
主
従
十
六
騎
打
死
し
了
ん
ぬ
。
佐
々

木
大
夫
判
官
、
波
多
野
上
野
前
司
、
山
（
徒
）
の
頸
二
□
□
□
の
間
、
六
條
河
原
に
懸
け
ら
れ
了
ん
ぬ
。 

 

廿
九
日 

両
御
使
御
雑
色
を
以
て
、
合
戦
の
□
□
申
さ
れ
了
ん
ぬ
。
御
使
（
雑
賀
隼
人
佑
。
相
田
十
郎
）
。
両
人
を

以
て
関
東
に
申
さ
る
と
云
々
。 

 

同
九
月
。 

十
八
日
戌
尅
。 

東
使
（
秋
田
城
介
殿
。
二
階
堂
出
羽
入
道
殿
）
京
着
。
路
次
よ
り
六
波
羅
北
方
へ
參
ら
る
。
即
ち
南
方
へ

御
入
ら
る
。 

 

十
九
日
。 

持
明
院
殿
（
本
新
。
両
院
）
、
土
御
門
殿
へ
御
幸
。
春
宮
、
常
磐
井
殿
へ
行
啓
。
六
波
羅
（
南
北
）
門
前

に
祇
候
。
此
事
に
依
り
て
三
須
雅
樂
殿 

 

彦
四
郎
関
東
へ
參
向
し
畢
ん
ぬ
と
云
々
。 

武
蔵
右
馬
助
殿
江
州
柏
木
宿
よ
り
宇
治
に
。 

 

廿
日 

陸
奥
守
殿
御
京
着
。
武
蔵
右
馬
助
殿
□
□
□
□
よ
り
宇
治
へ
御
発
向
。 

 

廿
五
日 

武
蔵
右
馬
助
殿
宇
治
を
立
ち
賀
茂
へ
御
発
向
。 

 



廿
六
日 

陸
奥
守
殿
、
長
崎
四
郎
左
衛
門
尉
殿
京
都
を
立
ち
、
□
□
益
へ
御
発
向
。 

 

廿
八
日 

椙
原
一
族
、
栖
山
一
族
、
小
宮
山
一
族
等
長
崎
四
郎
左
衛
門
尉
の
手
に
属
し
、
笠
置
寺
へ
先
陳
を
懸
け
合

戦
を
致
し
、
□
□
城?

に
放
火
す
。
先
帝
追
落
奉
り
了
ん
ぬ
。 

 

卅
日 

先
帝
タ
カ
ノ
山
へ 

御
落
の
処
、
山
城
国
住
人
深
栖
三
郎
入
道
、
有
王
山
に
參
向
し
、
陸
奥
守
殿
に
告
げ

申
す
。
先
帝
、
妙
法
院
宮
、
源
中
納
言
具
行
、
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
卿
、
六
條
少
将
忠
顯
、
四
條
少
将

以
下
生
捕
了
ん
ぬ
と
。 

 

十
月
三
日 

□
□
陸
奥
守
殿
、
右
馬
助
殿
、
長
崎
四
郎
左
衛
門
殿
以
下
、
先
帝
宮
以
下
具
し
奉
る
。
六
波
羅
南
方
へ
之

を
入
れ
奉
る
。
右
馬
助
殿
家
人
□
□
四
郎
、
河
内
国
に
於
い
て
一
宮
を
捕
へ
奉
り
了
ん
ぬ
。 

（
以
下
省
略
）



四
ノ
七
、 

笠
置
山
之
城 

 
 

 

元
弘
戦
全
図 

 
 

 
 

并
四
方
手
配
堅
固
図 

 
 

 

元
弘
元
辛 

未
九
月
始
築
之 

 

出
典  

①
笠
置
寺
所
蔵
の
図 

 
 
 

②
柳
生
芳
徳
寺
所
蔵
の
図 

 
 
 

③
内
閣
公
文
書
館
の
図 

 

解
説 

こ
の
図
は
元
弘
の
役
に
お
け
る
笠
置
城
の
固
め
を
描
い
た
も
の
で
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
年
）
八

月
に
描
か
れ
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
年
）
五
月
に
書
写
さ
れ
た
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
書

写
し
た
も
の
を
笠
置
寺
公
文
僧
の
貞
繁
が
笠
置
寺
宝
蔵
に
納
入
し
た
。
今
に
伝
わ
る
芳
徳
寺
所
蔵
の
図
は

南
山
士
隊
長
吉
田
木
工
源
重
義
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
南
山
隊
と
は
後
醍
醐
天
皇
が
笠
置
山
に

行
幸
さ
れ
た
際
に
は
せ
参
じ
た
久
世
、
綴
喜
、
相
楽
の
城
州
侍
の
こ
と
を
い
う
が
、
ま
た
南
北
朝
以
降
、

南
朝
の
依
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
吉
野
、
十
津
川
辺
り
の
こ
と
を
南
山
と
も
い
う
の
で
、
こ
の
図
の
書
写
さ

れ
た
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
年
）
か
ら
す
る
と
、
吉
田
木
工
源
重
義
な
る
人
物
は
南
北
朝
合
一
（
一
三
九
二

年
）
後
も
な
お
活
動
を
続
け
て
い
た
後
南
朝
に
か
か
わ
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

笠
置
寺
に
は
も
と
も
と
元
弘
戦
全
図
の
原
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
湊
川
神
社
が
書
写
し
て
持
ち
帰
っ

た
。
そ
の
後
笠
置
寺
所
蔵
の
図
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
湊
川
神
社
書
写
の
も
の
を
笠
置
寺
住
職
慶
尊

が
写
し
取
っ
た
の
が
現
在
の
①
笠
置
寺
所
蔵
の
書
写
図
で
あ
る
。
湊
川
神
社
の
所
蔵
図
は
そ
の
後
行
方
が
不
明

に
な
っ
た
。 

 

②
の
柳
生
芳
徳
寺
所
蔵
の
も
の
は
南
山
士
隊
長
吉
田
木
工
源
重
義
の
所
蔵
印
が
あ
り
（
笠
置
寺
所
蔵
の

も
の
は
印
の
形
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
）
、
①
よ
り
は
古
い
も
の
で
あ
る
。
①
と
②
は
そ
の
内
容
に
大

き
な
相
違
が
な
い
の
で
、
元
は
同
系
統
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

③
の
内
閣
公
文
書
館
の
書
写
図
は
明
治
二
十
二
年
八
月
に
長
野
県
士
族
小
幡
菅
茂
に
よ
っ
て
画
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
前
文
は
①
や
②
と
異
な
っ
て
笠
置
寺
縁
起
に
依
拠
し
て
お
り
、
書
写
の
原
本
は
不
明
で

あ
る
。 

 

ほ
か
に
龍
田
神
社
、
足
助
神
社
に
も
書
写
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
足
助
神
社
の
図
は
昭
和
十
二
年
に

笠
置
寺
所
蔵
の
図
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
当
時
笠
置
寺
住
職
で
あ
っ
た
小
林
慶
尊
が
足
助
神
社
収
蔵
の
元
弘
戦
全
図
中

に
以
下
の
通
り
の
記
述
を
し
て
い
る
。 

  

「
此
元
弘
戦
全
図
ハ
明
治
卅
五
年
頃
夏
湊
川
神
社
ノ
神
官
某
コ
レ
ガ
原
図
ヲ
持
参
セ
ラ
レ
當
山
ヨ
リ
コ
レ 

 

ヲ
写
ス
ト
ノ
割
印
ア
リ
依
テ
對
照
セ
ン
コ
ト
ヲ
乞
ハ
ル
当
山
不
幸
ニ
シ
テ
ソ
レ
ヲ
焼
失
セ
リ
故
ニ
余
却
ツ 

 

テ
コ
レ
ヲ
写
シ
置
ク 



 
 

然
ル
所
昭
和
十
二
年
十
一
月
十
二
日
総
大
将
足
助
公
ノ
生
地
ヨ
リ
加
藤
氏
湊
川
神
社
ニ
ソ
ノ
原
本
を
尋
ネ

 
 

テ
コ
レ
亦
紛
失
セ
ラ
レ
シ
事
ヲ
確
メ
更
ニ
当
山
ニ
参
詣
シ
テ
コ
レ
ヲ
冩
サ
ン
事
ヲ
乞
ハ
ル
納
快
諾
息
子
ト

 
 

共
ニ
ソ
ノ
當
時
ヲ
語
リ
立
會
シ
テ
此
ノ
元
弘
戦
全
図
ヲ
冩
サ
シ
ム
者
也 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

笠
置
山
笠
置
寺
住
職 

小
林
慶
尊 

印
」 

  

元
弘
戦
役
図
に
つ
い
て
は
「
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
」
（
昭
和
五
年
）
に
調
査
委
員

佐
藤
虎
雄
氏
に
よ
り
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 

「
此
配
置
図
の
内
容
は
或
程
度
迄
其
の
眞
を
認
む
べ
き
も
余
り
に
大
規
模
複
雑
を
極
め
た
り
、
さ
れ
ど
全

然
捨
つ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
此
地
図
も
と
湊
河
神
社
に
あ
り
し
を
写
し
た
り
と
雖
も
、
恐
ら
く
椿
井
家

に
於
て
製
作
せ
ら
れ
し
偽
古
図
に
類
す
べ
き
も
の
な
り
。
か
ヽ
る
も
の
は
徳
川
時
代
軍
学
の
教
材
と
し
て

用
ひ
ら
れ
た
る
事
多
し
」
と
す
る
。 

 

総
大
将
足
助
重
範
が
天
皇
の
近
く
に
い
な
い
で
山
麓
の
守
備
隊
に
い
る
こ
と
（
太
平
記
で
も
一
の
木
戸

を
守
備
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
）
、
石
川
義
純
や
太
平
記
な
ど
で
そ
の
活
躍
を
記
さ
れ
て
い
る
錦
織
俊

政
の
名
が
無
い
の
も
お
か
し
い
。 

 

し
か
し
山
城
国
の
豪
族
椿
井
氏
が
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
元
弘
の
役
に
参
加
し
た
当
の
椿
井
越
前
守
房

政
（
椿
井
氏
系
図
）
の
名
が
こ
の
戦
役
図
に
無
い
の
は
お
か
し
い
。
こ
の
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
元
弘
の

役
後
五
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
笠
置
山
で
は
敗
退
し
た
が
、
そ
の
後
復
権
し
て
建
武
の
中

興
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
笠
置
山
に
参
戦
し
た
武
将
へ
の
恩
賞
の
た
め
、
そ
の
配
置
や
活
躍

な
ど
は
当
然
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
大
規
模
複
雑
を
極
め
」
た
配
置
図
が
残
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
天
皇
の
逃
走
経
路
な
ど
他
の
史
料
に
見
ら
れ
な
い
記
事
も
あ
り
、
椿

井
氏
の
作
成
と
も
断
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
描
か
れ
て
い
る
笠
置
山
の
地
形
も
ほ
ぼ
正
確
で
あ
る
。

椿
井
家
が
制
作
し
た
と
い
う
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
総
合
的
に
見
て
偽
古
図
と
も
断
定
出
来
な

い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。 

 
 

 

原
文 

前
文
に
つ
い
て
は
②
に
よ
り
、
①
、
③
の
相
違
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
他
は
②
に
よ
る
。 

 

表
題 

①
、
②
に
よ
る 

笠
置
山
之
城 

元
弘
戦
全
図 

并
ニ
四
方
手
配
堅
固
図 

元
弘
元
辛 

未
九
月
始
築
之 

 

前
文
一 

②
に
よ
り
①
と
の
異
同
を
検
証
し
た
。
内
容
は
笠
置
寺
縁
起
な
ど
に
よ
る
も
、
独
自
の
記
述
も

み
ら
れ
る
。 



 

当
山
日
記
ヲ
案
ス
ル
ニ
、
後
醍
醐
天
皇
逆
賊
北
条
高
時
已
下
輩
誅
罰
ノ
御
催
（
①
は
「
シ
」
あ
り
）
露
顕
ニ
ヨ

ツ
テ
、
元
弘
辛 

未
年
八
月
廿
四
日
、
密
其
夜
内
裏
ヲ
忍
出
玉
ヒ
（
①
は
「
テ
」
あ
り
）
、
同
廿
五
日
南
都
ヘ

（
①
は
「
江
」
と
す
る
）
落
（
①
は
「
落
チ
玉
ヒ
」
と
す
る
）
、
（
①
に
は
「
東
南
院
江
入
セ
玉
ヒ
」
が
入
る
）
、
夫
ヨ

リ
（
①
は
「
夫
レ
ヨ
リ
」
と
す
る
）
同
廿
八
日
（
①
は
「
同
廿
六
日
」
と
す
る
）
和
束
行
幸
ナ
リ
、 

同
廿
九
日
同
処
ヨ
リ
当
山
笠
置
寺
ヘ
（
①
は
「
江
」
と
す
る
）
臨
幸
ア
ラ
セ
ラ
レ
（
①
は
「
臨
幸
ア
ラ
セ
玉
ヒ
テ
」

と
す
る
）
則
皇
居
ト
シ
（
①
は
「
皇
居
ト
ナ
シ
」
と
す
る
）
玉
ヒ
、
諸
国
ノ
軍
勢
ヲ
召
寄
ラ
レ
（
①
は
「
ラ
レ
テ
」

と
す
る
）
要
害
ヲ
六
波
羅
両
殿
ヨ
リ
攻
ル
ト
雖
モ
（
①
は
「
イ
エ
ト
モ
」
と
す
る
）
不
利
、
其
上
亦
々
関
東
ヨ
リ

廿
万
余
騎 

ニ
テ
（
①
は
「
全
騎
」
と
す
る
）
責
立
ル
ト
雖
モ
、
大
石
大
木
ヲ
（
①
は
「
ヲ
」
が
入
ら
ず
）
投
ラ
レ
テ
討
死
多
シ
、

大
塔
宮
モ
勢
ニ
テ
当
処
（
①
は
「
ノ
」
あ
り
）
経
塚
山
ニ
楯
籠
（
①
は
「
篭
」
と
す
る
）
（
①
は
「
玉
ヒ
テ
」
あ
り
）

毎
度
寄
手
ヲ
脳
シ
玉
フ
ナ
リ
、 

九
月
廿
七
日
夜
、
子
ノ
刻
、
陶
山
藤
三
、
小
見
山
次
郎
城
ニ
（
②
は
「
城
内
ニ
」
と
す
る
）
審
入
テ
焼
討
ス
、

味
方
防
戦
シ
テ
火
中
ニ
討
死
セ
リ
、
大
半
ハ
落
失
タ
リ
ト
云
フ
（
①
は
「
フ
」
が
入
ら
ず
）
也
、
天
皇
有
市
仮
皇
居

ヨ
リ
忍
（
①
は
「
ヒ
」
あ
り
）
出
サ
セ
ラ
レ
（
①
は
「
出
サ
セ
玉
ヒ
」
と
す
る
）
、
和
束
地
頭
来
山
周
防
守
館
ヘ
（
①

は
「
エ
」
と
す
る
）
入
玉
ヒ
、
夫
ヨ
リ
甕
原
海
住
山
寺
ニ
（
①
は
「
エ
」
と
す
る
）
入
リ
（
①
は
「
入
セ
玉
ヒ
テ
」
と
す

る
）
、
少
々
衆
徒
、
地
下
ノ
人
ヲ
召
連
（
①
は
「
玉
ヒ
テ
」
と
す
る
）
、
嶽
奧
和
束
ノ
山
中
ニ
（
①
は
「
江
」
と
す

る
）
分
入
リ
（
①
は
「
分
入
ラ
セ
」
と
す
る
）
玉
ヒ
シ
（
①
は
「
玉
ヒ
テ
」
と
す
る
）
時
、
賊
兵
襲
来
リ
（
①
は
「
オ
ソ
ヒ

来
テ
」
と
す
る
）
終
ニ
生
捕
（
①
は
「
リ
」
あ
り
）
奉
リ
、
光
明
寺
本
堂
ニ
入
レ
奉
リ
（
①
は
「
テ
」
あ
り
）
、
夫

ヨ
リ
（
①
は
「
レ
ヨ
リ
」
と
す
る
）
宇
治
平
等
院
江
（
①
は
「
ニ
」
と
す
る
）
入
レ
奉
リ
、
鳳
輦
ニ
乗
移
リ
玉
ヒ

テ
六
波
羅
館
ヘ
（
①
は
「
江
」
と
す
る
）
入
リ
玉
ヒ
、
同
壬 

申
五
月
隠
岐
島
ヘ
被
遷
幸
ル
也
ト
云
フ
（
①
は
「
同

二
壬 

申
正
慶
元
也
五
月
隠
岐
島
江
被
遷
幸
ル
也
ト
云
」
、
壬
申
ハ
正
慶
元
年
也
」
と
す
る
） 

同
三
年
三
月 

天
皇
隠
岐
島
（
①
は
「
島
」
な
し
）
ヨ
リ
還
幸
、
六
月
廿
七
日
京
都
ヘ
（
①
は
「
江
」
と
す
る
）
還

幸
ナ
ル
ト
云
フ
（
①
は
「
フ
」
な
し
） 

 

応
永
十
四
年
丁 

亥
五
月
十
六
日
画 

康
暦
二
庚 

申
年
八
月
二
日
画 

納
当
寺
宝
庫
（
②
は
「
者
」
が
入
る
）
也 
 
 

 
 

笠
置
寺
公
文
僧
竜
蔵
院
式
部
郷
貞
繁
在
判 

 

前
文
二 

③
に
よ
る 

内
容
は
笠
置
寺
縁
起
に
よ
っ
て
い
る
。
但
し
笠
置
寺
へ
の
臨
幸
を
八
月
二
十
七
日

と
す
る
の
は
太
平
記
に
よ
る
。 

 

元
弘
辛
未
八
月
廿
七
日
、
後
醍
醐
天
皇
、
同
一
宮
和
束
鷲
峰
山
ヨ
リ
当
寺
ヘ
臨
幸
ナ
ル
、
御
共
ノ
公
卿
按

察
大
納
言
公
敏
、
万
里
小
路
中
納
言
藤
原
源
中
納
言
具
行
、
六
条
中
将
、
四
条
中
将
、
侍
ニ
ハ
近
藤
左
衛

門
尉
重
定
等
ヲ
始
ト
シ
テ
官
兵
五
百
余
騎
其
外
東
南
院
僧
正
聖
尋
御
先
達
タ
ル
ヲ
以
テ
東
大
寺
ノ
衆
徒
警



固
シ
奉
リ
、
則
チ
当
寺
ノ
本
堂
ヲ
以
テ
内
裏
ト
ス
、
同
年
九
月
初
旬
ヨ
リ
武
家
ノ
猛
勢
、
当
山
ニ
馳
向
ヒ

度
々
合
戦
ニ
及
フ
ト
雖
モ
、
毎
ニ
追
立
ラ
レ
テ
木
津
川
ノ
辺
マ
テ
引
退
ク
、
斯
ク
テ
ハ
此
城
、
率
爾
ニ
攻

カ
タ
シ
ト
テ
、
先
ツ
院
宣
、
長
者
宣
、
御
教
書
、
奉
書
ヲ
国
々
ヘ
向
ケ
軍
勢
ヲ
催
シ
、
近
国
ノ
武
士
ハ
申

ス
ニ
及
ハ
ス
、
凡
ソ
廿
一
万
騎
、
当
山
ヲ
取
リ
巻
キ
、
晝
夜
攻
撃
ス
ル
事
間
断
ナ
シ
、
雖
然
笠
置
山
ハ
高

嶺
峨
々
ト
聳
ヘ
、
深
谷
嶮
岸
甚
多
ク
麓
ハ
霧
ニ
隠
レ
道
狭
ク
、
且
急
ニ
シ
テ
要
害
堅
固
ナ
レ
ハ
縱
ヒ
何
ソ

能
ク
之
ヲ
攀
登
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
、
況
ヤ
官
兵
ニ
笠
置
ノ
衆
徒
交
リ
テ
山
ノ
地
理
ヲ
諳
知
シ
、
守
禦
厳
重
ナ

ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
東
国
ノ
武
士
樊?

ノ
勇
、
張
良
ノ
智
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
此
城
尽
未
来
際
落
ル
事
有
ル
ヘ
カ

ラ
ス
、
然
ル
ニ
内
ニ
反
リ
忠
ヲ
ナ
ス
者
ア
リ
、
則
廿
八
日
戌
ノ
刻
、
城
中
ニ
火
ヲ
縱
ツ
ヲ
以
テ
寄
セ
手
乱

入
シ
ケ
レ
ハ
、
主
上
ヲ
始
メ
月
卿
雲
客
皆
徒
跣
ナ
ル
体
ニ
テ
何
ク
ヲ
指
ス
ト
モ
ナ
ク
、
足
ニ
任
セ
テ
落
チ

行
キ
給
ヘ
シ
ト
云
フ
、
所
謂
寡
助
之
至
、
親
戚
畔
之
者
歟
吁 

 

建
物
群 

皇
居
。
本
堂
。
千
手
堂
。
拝
殿
。
一
月
堂
。
中
門
。
講
堂
。
般
若
堂
。
大
般
若
堂 

 

地
名 

泉
川
（
現
在
の
木
津
川
）
、
鹿
ケ
淵
（
笠
置
山
北
麓
泉
川
の
淵
）
、
釜
ケ
淵
（
鹿
ケ
淵
上
流
の
淵
）
、
田
留
ノ
森
（
鹿

ケ
淵
北
岸
）
、
屏
風
岩
、
成
願
寺
山
（
両
者
と
も
泉
川
北
岸
の
小
山
）
、
経
塚
山
（
笠
置
山
の
西
に
あ
る
）
、
鯰
岩
（
笠

置
山
北
壁
に
あ
る
）
、
法
明
寺
（
上
有
市
に
あ
る
）
、
阿
提
弁
天
（
笠
置
寺
と
柳
生
の
境
に
あ
る
） 

 

記
事 

関
東
か
ら
の
軍
勢 

九
月
関
東
勢
廿
万
七
千
余
人
、
大
将
大
伴
陸
奥
守
貞
直
ヲ
始
ト
シ
テ
北
条
遠
江
守
、
普
恩
寺
相
模
守
、
塩

田
越
前
守
直
外
侍
、
長
崎
四
郎
左
エ
門
、
三
浦
入
道
、
結
城
上
野
入
道
佐
、
上
総
入
道
長
治
四
郎
左
エ
門

ヲ
始
ト
シ
テ
三
十
六
人
、
都
合
其
勢
二
十
万
七
千
余
騎
押
寄
来
ル
、
大
石
大
木
ニ
中
リ
討
死
ノ
時
十
八
人
、

軍
勢
十
万
八
千
余
騎
、
残
兵
下
山
城
手
尾
迄
引
退
、
陣
取
ル
也 

 

九
月
元
日
、
寄
セ
テ
六
波
羅
勢
三
万
七
千
余
騎
、
将
軍
北
条
左
近
衛
将
監
時
益
、
此
処
ヘ
寄
来
ス
、
悉
ク

河
中
ヘ
投
込
、
敗
軍
シ
テ
京
ヘ
引
退
ク
也 

 

中
国
勢
二
万
五
千
騎
、
此
辺
ニ
夜
討
シ
テ
悉
討
ル
、
佐
々
木
判
官
時
信
河
中
ヘ
投
込
ル
、
此
岸
ニ
登
リ
テ

此
ヨ
リ
逃
ル
（
①
に
あ
り
、
②
に
な
し
） 

 

九
月
二
日
、
京
勢
打
敗
ケ
河
中
ニ
死
亡
多
シ 

 

西
口
の
戦
い
（
切
込
谷
付
近
） 

九
月
廿
七
日
両
六
波
羅
并
ニ
関
東
勢
二
万
八
千
余
騎
、
阪
原
越
、
此
処
ヘ
向
ヒ
二
ノ
木
戸
ヲ
破
攻
所
ニ
、



峯
ヨ
リ
大
石
落
シ
軍
勢
残
ラ
ズ
討
タ
ル
ヽ
ル
ナ
リ 

 

城
内
か
ら
の
攻
撃
（
笠
置
山
西
面
の
切
込
谷
か
地
獄
谷
） 

九
月
廿
七
日
大
合
戦
。
此
山
ヨ
リ
大
石
（
③
は
「
巨
石
大
木
」
）
ヲ
投
落
シ
敵
勢
破
也
（
②
は
「
九
月
廿
七
日
大

合
戦
モ
山
ヨ
リ
大
石
投
シ
敵
勢
埋
ル
ヽ
也
」
） 

 

九
月
廿
七
日
、
陶
山
藤
三
小
見
山
治
（
②
は
「
次
」
と
す
る
）
郎
、
坂
原
口
ニ
向
ヒ
テ
夫
（
②
は
「
レ
」
が
入
る
）

ヨ
リ
主
従
五
十
人
余
、
柳
生
ノ
東
ヘ
出
テ
布
目
川
ヲ
下
リ
飛
鳥
路
村
出
者
ヲ
案
内
者
ト
ナ
シ
笠
置
山
路
ニ

ハ
鯰
（
③
は
「
ノ
」
が
入
る
）
岩
山
岸
ヲ
ツ
タ
ヒ
登
テ
夜
討
ス
ト
云
ナ
リ
（
③
に
は
「
ナ
リ
」
な
し
） 

 

奇
襲
の
経
路 

九
月
廿
七
日
陶
山
藤
三
小
見
山
次
郎
、
坂
原
口
ヘ
向
ヒ
テ
夫
レ
ヨ
リ
主
従
五
十
余
人
、
柳
生
ノ
東
ヘ
出
デ
、

布
目
川
ヲ
下
リ
飛
鳥
路
村
ヲ
出
デ
、
処
ノ
土
？
ニ
案
内
サ
セ
笠
置
山
ノ
北
口
、
鯰
岩
山
岸
ヲ
伝
ヒ
登
リ
夜

討
ト
云
ナ
リ 

 

奇
襲
の
経
路
、
北
面 

九
月
廿
七
日
子
ノ
刻
、
陶
山
小
見
山
等
衆
徒
五
十
八
人
、
此
所
（
笠
置
山
北
面
）
ヨ
リ
登
リ
夜
討
チ
ス 

 

経
塚
山 

此
□
城
大
塔
宮
御
籠
城
也
、
二
千
余
騎
ニ
テ
楯
籠
ラ
セ
玉
フ
ナ
リ
、
山
門
ノ
衆
徒
廿
四
人
東
大
寺
東
南
院

坊
宮
同
衆
徒
三
十
人
、
伊
賀
近
江
者
共
二
百
余
騎 

 

此
山
ニ
テ
東
大
寺
本
性
坊
、
殊
ノ
外
強
ニ
シ
テ
大
石
ヲ
能
ク
投
落
シ
六
波
羅
勢
三
万
千
騎
討
タ
ル
ヽ
ナ
リ 

六
波
羅
勢
此
山
ヲ
攻
テ
敗
軍
ス
、
討
死
多
シ 

 

打
滝
川
上
流
の
山 

笠
置
二
百
余
騎
、
此
山
上
ニ
陣
取
、
三
万
余
東
国
勢
モ
マ
レ
テ
谷
ヘ
投
込
ル
也
（
①
に
あ
り
、
②
に
な
し
） 

 

落
城
の
お
り
の
経
路 

天
皇
忍
ビ
皇
居
、
有
市
法
明
寺 

九
月
廿
七
日
笠
置
落
城
ノ
節
、
天
皇
有
市
法
明
寺
ヨ
リ
此
山
路
ヲ
出
デ
玉
ヒ
テ
和
束
ヘ
至
ラ
セ
玉
フ 

 

守
備
兵
の
名
簿 

（ 

）
は
便
宜
上
今
回
つ
け
た
名
称 

 

笠
置
城
本
丸
周
辺 

皇
居
守
護 



＊
土
師
孫
四
郎
、
多
田
下
野
守
、
吐
山
相
模
守
、
菅
田
帯
刀
、
高
橋
太
郎
左
エ
門
、
大
寺
（
①
に
は
「
道
」 

③
に
は
「
導
」
が
入
る
）
寺
兵
庫
助
、
古
小
路
三
郎
、
含
千
百
余
騎 

（
本
坊
、
柵
の
内
） 

＊
久
我
主
水
、
村
上
兵
部
、
南
部
三
郎
、
栗
田
又
六 

（
皇
居
裏
手
） 

 

＊
伊
賀
住
人
森
岡
三
郎
、
裏
手
固
メ
伊
賀
衆
三
十
四
人 

 

八
丁
坂
付
近 

（
仁
王
門
付
近
） 

＊
小
野
垣
（
①
は
「
杦
」
と
す
る
）
彦
三
郎
、
竹
田
三
郎
、
青
地
四
郎
、
後
藤
大
学
助 

＊
箕
輪
入
道
、
伊
具
上
総 

（
上
の
堂
付
近
） 

＊
岡
成
郎
、
米
田
兵
庫
亮
、
長
谷
日
向
守
、
笠
間
林
斎
、
深
川
伊
豆
守 

＊
名
張
玄
蕃
、
福
島
太
郎 

（
斬
込
谷
付
近
） 

＊
吉
原
源
内
兵
衛
、
下
山
四
郎 

（
下
の
堂
付
近
） 

＊
吐
山
相
模
守
、
福
住
左
馬
介
、
大
西
三
郎
、
八
田
源
兵
エ
、
寺
田
大
学
助 

（
西
口
麓
の
木
戸
） 

＊
仁
木
蔵
人
亮
、
福
山
上
野
介
、
松
福
三
右
エ
門
、
森
田
丹
後
守
、
福
弘
周
殿
進
、
志
水
尾
張
守 

＊
岡
沢
隼
人
、
藤
林
五
郎
、
中
島
大
炊
助
、
長
者
藤
平
（
①
は
「
藤
内
兵
エ
尉
」
と
す
る
）
、
村
上
阿
波
守 

 

山
腹 

＊
山
部
式
部
小
輔
、
小
倭
六
郎
、
豊
田
出
羽
守 

＊
小
幡
六
郎
、
小
倉
豊
前
守
、
東
遠
江
守
、
助
命
隼
人 

 

柳
生
方
面 

（
一
ノ
木
戸
） 

＊
当
麻
寺
（
①
、
③
は
「
当
寺
」
と
す
る
）
衆
徒 

布
野
廻
リ 

（
二
ノ
木
戸
） 

＊
新
門
長
右
エ
門
、
清
水
帯
刀
、
菊
原
大
学 

＊
雑
兵
百
三
十
人 

（
三
ノ
木
戸
手
前
） 

＊
深
川
上
総
守
、
生
駒
将
監
、
片
岡
四
郎
右
エ
門
、
土
方
野
右
エ
門
、
雑
兵
百
人 

（
三
ノ
木
戸
） 

＊
上
津
屋
七
郎
、
中
村
太
郎
、
箕
尾
信
濃
守
、
山
部
式
部
之
（
①
は
「
大
」
と
す
る
）
輔
、
万
財
新
三
郎 



（
柳
生
、
阿
提
弁
天
） 

＊
古
市
播
磨
守
、
越
智
上
野
介
、
楢
原
周
防
入
道
、
山
田
蔵
人
、
椿
尾
三
郎
、
柳
生
播
磨
守
手
勢
弐
百
七

 

十
騎 

 

山
麓
方
面 

（
八
丁
坂
登
り
口
） 

＊
小
豆
弥
太
郎
、
馬
淵
四
郎
泰
兼 

＊
伴
三
郎
、
山
本
増
進
、
松
室
上
総
守
、
同
三
郎 

（
南
笠
置
山
麓
と
打
滝
川
に
囲
ま
れ
た
平
地
） 

＊
長
岡
右
馬
介
、
下
駒
下
野
守
、
連
城
寺
川
部
、
奥
戸
対
馬
守
、
清
水
帯
刀
、
島
田
藤
三
郎
、
岩
本
石
見

 

守
、
福
塚
将
監 

＊
高
梨
播
磨
守
、
青
智
松
寿
丸
、
小
野
内
蔵
亮
、
立
野
三
郎
、
和
州
ノ
衆
三
百
人
、
東
大
寺
衆
徒
廿
三
人
、

 

合
六
百
六
十
四
人 

（
南
笠
置
打
滝
川
西
岸
平
地
と
南
一
ノ
木
戸
と
の
間
） 

＊
中
坊
伊
予
守
、
大
河
（
①
に
は
「
原
」
が
入
る
）
三
鉄
斎
、
福
岡
土
佐
守
、
狭
川
将
監
三
郎
、
上
島
大
学 

助
、

城
九
郎
左
（
①
は
「
右
」
と
す
る
）
エ
門
、 

 

来
栖
治
部
允
、
秋
野
三
郎
、
城
下
野
入
道
、
村
上 

斎
宮
、

北
原
内
匠
助
、 

北
小
路
弾
正
助
、
合
セ
テ
七 

百
余
騎 

（
南
笠
置
山
麓
、
打
滝
川
と
泉
河
合
流
地
点
） 

＊
足
助
佐
渡
四
郎
重
建
、
猪
子
三
河
守
国
朝
、
山
田
十
郎
助
綱
、
三
百
余
人
（
①
や
③
に
は
こ
の
場
所
に
「
総

大
将
足
助
三
郎
重
範
、
足
助
右
エ
門
尉
金
久
、
伊
賀
衆
八
十
人
、
大
和
衆
六
十
人
、
七
百
余
騎
」
が
入
り
、
「
足
助 

佐
渡

四
郎
重
建
、
猪
子
三
河
守
国
朝
、
山
田
十
郎
助
綱
、
三
百
余
人
」
の
記
載
な
し
） 
 

 

伊
賀
街
道
方
面 

泉
川
下
流
よ
り
上
流
へ 

（
切
山
登
り
口
） 

＊
沢
弾
正
左
エ
門
、
下
司
豊
後
守
、
荒
木
四
郎
、
大
小
五
郎
、
菅
井
源
右
エ
門
、
久
保
四
郎
、
木
津
伊
予

 

守
、
喜
田
庄
司
、
津
越
式
部
小
輔
、
延
命
伊
賀
守
、
秋
山
駿
河
守 

（
打
滝
川
と
泉
川
と
の
合
流
点
付
近
） 

＊
福
原
出
羽
入
道
、
大
矢
和
泉
守
、
吉
富
大
内
記
、
和
田
源
左
エ
門
位 

（
泉
川
船
橋
、
現
在
の
笠
置
橋
付
近
） 

＊
岡
本
弾
正
、
普
賢
寺
土
佐
守
、
八
田
源
三
郎
、
朝
日
三
郎 

（
泉
川
釜
ケ
淵
南
岸
） 

＊
総
大
将
足
助
三
郎
重
範
、
足
助
右
エ
門
尉
金
久
、
伊
賀
衆
八
十
人
、
大
和
衆
六
十
人
、
七
百
余
騎
（
① 

や
③
に
は
こ
の
場
所
に
こ
の
記
載
な
し
） 

（
下
有
市
） 

＊
綺
田
伊
勢
守
、
井
村
五
郎
、
藤
井
民
部
進
、
北
原
淡
路
守
、
贄
川
入
道
、
閑
山
周
防
守
、
柏
木
長
門
守
、

 

朱
雀
若
狭
守
、
大
西
内
助
、
井
上
大
膳
亮
、
石
井
源
左
エ
門
、
宇
田
三
郎 



 

笠
置
山
東
方
の
東
山 

＊
高
木
九
郎
左
エ
門
、
長
谷
大
学
介
（
①
は
「
助
」
と
す
る
）
、
岩
田
上
野
介
入
道
、
鞆
門
大
隅
守
、
此
峯 

ニ
陣
ス 

 

不
明
な
る
も
伊
賀
街
道
大
河
原
手
前
か 

＊
中
山
崎
（
③
は
峠
と
す
る
）
国
衆
、
南
塚
兵
部
進
、
炭
竃
大
隅
守
、
小
田
図
書
介
、
和
田
式
太
郎
、
佐
野 

隼
人
、
伊
佐
九
郎
、
小
坂
三
郎
兵
エ
、
下
狛
下
総
守
、
同
太
郎
丸
、
合
五
百
七
十
余
騎 

                            



   



四
ノ
八
、 

関
城
書
裏
書 

出
典 

群
書
類
従 

卷
第
四
百
五
十
四                      

  
       

         
 

 

中
尊
者
釈
迦
牟
尼
如
来 

春
日
大
明
神
御
本
地 

彼
御
厨
子
六
面 

大
般
若
経
各
百
巻
宛 

 

解
説 

関
城
書
裏
書
き
は
実
質
元
弘
日
記
裏
書
と
も
称
す
る
も
の
で
、
内
容
は
元
弘
元
年
八
月
か
ら
興
国

元
年
（
一
三
四
〇
年
）

五
月
ま
で
を
南
朝
方
の
立
場
で
記
述
す
る
。 

 

叙
述
こ
そ
簡
に
過
ぎ
る
も
の
の
、
時
日
を
明
記
す
る
も
の
も
あ
り
信
憑
す
べ
き
史
料
の
乏
し
い
内
乱
期

の
貴
重
な
記
録
と
い
え
よ
う
。 

 

原
文   

今
年
元
弘
元
。
八
月
九
日
改
元
。
同
月
大
外
記
之
注
二
進
関
東
一
之
処
。
有
二
詔
書
一
。
無
二
改
元
記
一
。

仍
関
東
不
レ
用
二
新
暦
一
。
用
二
元
徳
暦
一
。 

同
月
廿
四
日
戌
剋
主
上
行
二
幸
笠
置
城
一
。 

同
月
八
日
。
東
阪
本
合
戦
。
源
時
信
家
僕
并
海
東
一
類
戦
死
。 

九
月
廿
日
。
春
宮
量
仁
践
祚
。 

同
廿
七
日
。
貞
直
。
貞
冬
。
高
氏
等
発
二
向
笠
置
城
一
。 

十
一
月
七
日
。
前
坊
第
一
宮
康
仁
親
王
立
坊
。 

 

今
年
元
弘
二
。
三
月
七
日
。
主
上
遷
二
幸
隠
岐
国
一
。 

同
八
日
。
尊
良
親
王
遷
二
坐
土
佐
国
一
。 

同
九
日
。
妙
法
院
尊
澄
法
親
王
遷
二
坐
讃
岐
国
一
。 

同
廿
二
日
。
改
二
元
徳
四
年
一
為
二
正
慶
元
年
一
。 

十
一
月
十
三
日
。
大
嘗
会
。 

 

今
年
元
弘
三
年
［
関
東
号
正
慶
二
年
］
。

二
月
廿
日
。
冶
時
発
二
向
金
剛
山
一
。 

同
月
廿
四
日
。
主
上
出
二
御
隠
岐
国
一
。
同
日
。
遷
二
坐
伯
耆
国
稲
津
浦
一
。 

同
廿
六
日
。
遷
二
幸
船
上
山
一
。 

四
月
廿
七
日
。
高
氏
加
二
官
軍
一
。
高
家
為
二
円
心
一
被
レ
誅 

五
月
八
日
。
仲
時
。
時
益
奉
レ
具
二
新
主
両
主
一
没
二
落
関
東
一
。
時
益
於
二
関
山
一
伏
レ
誅
。
仲
時
於
二

馬
場
宿
一
自
害
。
新
主
両
院
以
下
帰
洛
。 

同
廿
二
日
。
源
義
貞
滅
二
鎌
倉
一
。
高
時
法
師
崇
鑑
并
一
族
悉
滅
亡
。 

六
月
七
日
。
主
上
遷
二
幸
大
内
一
。
年
号
并
人
々
官
位
以
下
可
レ
用
二
元
弘
三
年
一
云
々
。 

十
月
。
皇
子
義
良
并
顯
家
卿
下
二
向
奥
州
一
。
上
野
入
道
道
忠
奉
二
補
佐
一
之
間
。
国
中
早
速
静
謐
訖
。 

十
二
月
。
成
良
親
王
并
左
馬
頭
直
義
下
二
向
鎌
倉
一
。 

 



今
年
建
武
元
。
正
月
二
十
三
日
。
以
二
恒
良
親
王
一
為
二
皇
太
子
一
。

年
十
三
。 

同
月
廿
九
日
。
改
二
元
建
武
一
。 

三
月
。
高
時
餘
類
等
襲
二
鎌
倉
一
不
レ
利
。 

十
月
。
高
時
一
族
於
二
紀
伊
国
飯
盛
山
一
構
二
城
柵
一
。
正
成
有
二
殊
効
一
。 

十
一
月
。
津
軽
凶
徒
時
如
高
景
以
下
束
レ
手
乞
レ
降
。 

同
月
十
五
日
。
兵
部
卿
護
良
親
王
被
二
禁
囚
一
。
仰
二
尊
氏
一
配
二
鎌
倉
一
。 

（
以
下
略
）                                              

    

 

読
み
く
だ
し
文 

今
年
元
弘
元
八
月
九
日
改
元
。
同
月
大
外
記
の
関
東
に
注
進
の
処
、
詔
書
有
り
て
、
改
元
の
記
無
し
。
仍

っ
て
関
東
新
暦
を
用
い
ず
。
元
徳
暦
を
用
う
。 

同
月
廿
四
日
戌
剋
主
上
笠
置
城
に
行
幸
す
。 

同
月
八
日
。
東
阪
本
合
戦
。
源
時
信
家
僕
并
び
に
海
東
一
類
戦
死
。 

九
月
廿
日
。
春
宮
量
仁
践
祚
。 

同
廿
七
日
。
貞
直
、
貞
冬
、
高
氏
等
笠
置
城
に
発
向
す
。 

十
一
月
七
日
。
前
坊
第
一
宮
康
仁
親
王
立
坊
す
。 

 

今
年
元
弘
二
三
月
七
日
。
主
上
隠
岐
国
に
遷
幸
す
。 

同
八
日
。
尊
良
親
王
土
佐
国
に
遷
坐
す
。 

同
九
日
。
妙
法
院
尊
澄
法
親
王
讃
岐
国
に
遷
坐
す
。 

同
廿
二
日
。
元
徳
四
年
を
改
め
正
慶
元
年
と
為
す
。 

十
一
月
十
三
日
。
大
嘗
会
。 

 

今
年
元
弘
三
年
［
関
東
号
正
慶
二
年
］

二
月
廿
日
。
冶
時
金
剛
山
に
発
向
す
。 

同
月
廿
四
日
。
主
上
隠
岐
国
を
出
御
、
同
日
伯
耆
国
稲
津
浦
に
遷
坐
す
。 

同
廿
六
日
。
船
上
山
に
遷
幸
す
。 

四
月
廿
七
日
。
高
氏
官
軍
に
加
わ
り
、
高
家
円
心
が
為
に
誅
さ
る
。 

五
月
八
日
。
仲
時
、
時
益
新
主
両
主
に
具
し
奉
て
ま
つ
り
、
関
東
に
没
落
す
。
時
益
関
山
に
於
い
て
誅
に
伏
す
。

仲
時
馬
場
宿
に
於
い
て
自
害
す
。
新
主
両
院
以
下
帰
洛
す
。 

同
廿
二
日
。
源
義
貞
鎌
倉
を
滅
し
、
高
時
法
師
崇
鑑
并
び
に
一
族
悉
く
滅
亡
す
。 

六
月
七
日
。
主
上
大
内
に
遷
幸
す
。
年
号
并
び
に
人
々
の
官
位
以
下
元
弘
三
年
を
用
ゆ
べ
し
と
云
々
。 

十
月
。
皇
子
義
良
并
び
に
顯
家
卿
奥
州
に
下
向
す
。
上
野
入
道
道
忠
補
佐
し
奉
る
の
間
、
国
中
早
速
静
謐
に
な

り
訖
ん
ぬ
。 

十
二
月
。
成
良
親
王
并
び
に
左
馬
頭
直
義
鎌
倉
に
下
向
す
。 

 



今
年
建
武
元
正
月
二
十
三
日
。
恒
良
親
王
を
以
て
皇
太
子
と
為
す

年
十
三
。 

同
月
廿
九
日
。
建
武
と
改
元
す
。 

三
月
。
高
時
の
餘
類
等
鎌
倉
を
襲
う
も
利
あ
ら
ず
。 

十
月
。
高
時
の
一
族
紀
伊
国
飯
盛
山
に
於
い
て
城
柵
を
構
う
る
も
、
正
成
殊
に
効
有
り
。 

十
一
月
。
津
軽
の
凶
徒
時
如
高
景
以
下
手
を
束
ね
降
を
乞
う
。 

同
月
十
五
日
。
兵
部
卿
護
良
親
王
禁
囚
さ
る
。
尊
氏
に
仰
ぎ
鎌
倉
に
配
す
。 

（
以
下
略
）                                           
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ノ
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、 

神
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五
十
二
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解
説 

神
明
鏡
は
神
武
天
皇
か
ら
後
花
園
天
皇
ま
で
（
最
後
の
記
事
は
一
四
三
四
年
の
も
の
）
の
史
書
で
、

元
弘
の
役
か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
の
成
立
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
元
弘
の
役
に
関
す
る
記
述
は

ほ
ぼ
太
平
記
に
よ
っ
て
い
る
。 

 

原
文                        

第
九
十
六
後
醍
醐
院
、

尊
治
、
後
宇
多
ノ
二
ノ
子
。 

（
中
略
）           

元
弘
元
年
八
月
廿
一
日
。
東
使
三
千
余
騎
ニ
テ
二
階
堂
下
野
判
官
長
井
遠
江
守
上
洛
ス
。
其
故
ハ
主
上
ヲ

ハ
遠
国
ヘ
移
シ
奉
。
大
塔
ノ
宮
ヲ
ハ
死
罪
ニ
行
ヒ
奉
ル
可
ト
聞
ヘ
シ
カ
ハ
。
同
廿
四
日
夜
主
上
ハ
俄
ニ
笠

置
寺
ヘ
遷
幸
成
由
聞
ヘ
シ
。
山
門
ヘ
ハ
佐
々
木
大
夫
大
将
ニ
テ
五
千
余
騎
ヲ
指
向
ラ
ル
。
戸
津
ニ
テ
散
々

ノ
合
戦
ニ
及
。
爰
山
門
大
衆
等
少
少
心
替
有
ト
聞
シ
カ
ハ
。
大
塔
ノ
宮
ハ
南
都
ヘ
忍
給
フ
。
同
九
月
一
日

ニ
六
波
羅
ヨ
リ
陶
田
高
橋
ヲ
大
将
ト
シ
テ
。
畿
内
ノ
勢
三
千
余
騎
ヲ
笠
置
城
ヘ
ソ
向
ラ
レ
ケ
ル
。
城
ヨ
リ

モ
木
津
辺
ニ
下
々
テ
。
度
々
ノ
合
戦
。
此
笠
置
ノ
城
ト
申
ハ
。
山
高
聳
ヘ
テ
一
片
ノ
白
雲
空
ニ
横
ハ
リ
。

山
路
ヲ
埋
岩
嶮
峙
テ
。
千
尋
布
ヲ
曝
ス
滝
漲
落
テ
碧
苔
ヲ
洗
。
谷
深
シ
テ
淵
底
ニ
臨
ヨ
リ
モ
危
。
岸
缺
テ

屏
風
ヲ
立
タ
ル
ヨ
リ
嶮
シ
ヽ
。
下
幽
谷
ノ
底
ニ
行
キ
向
フ
。
上
ラ
ン
ト
ス
レ
ハ
岩
頭
ノ
苺
苔
青
青
ト
シ
テ

皈
路
ヲ
埋
。
上
リ
上
テ
孤
峰
頂
ニ
至
。
直
下
タ
レ
ハ
四
山
雲
霧
重
々
ト
シ
テ
眼
睛
ヲ
迷
。
屏
ヲ
塗
ラ
サ
レ

ト
モ
岸
自
高
ク
。
関
を
構
サ
レ
ト
モ
道
自
狭
シ
。
盤
折
ナ
ル
岩
ノ
桟
道
ヲ
登
事
三
十
余
町
也
。
一
夫
忿
テ

道
ヲ
遮
。
万
変
モ
敢
テ
カ
タ
シ
。
嶮
崖
万
仭
ノ
山
頂
自
然
無
双
也
。
要
害
ト
ハ
此
処
ヲ
ヤ
可
申
。
遷
幸
ナ

ル
ハ
忝
モ
一
天
ノ
君
。
寄
来
ル
ハ
卑
キ
東
夷
輩
也
。
下
ト
シ
テ
上
ヲ
犯
ス
ハ
自
滅
相
。
上
ト
シ
テ
下
ヲ
罰

ス
ル
ハ
次
第
ノ
義
ナ
レ
ハ
也
。
逆
臣
ノ
誅
伐
時
日
ヲ
廻
サ
ス
シ
テ
。
四
海
ノ
安
静
此
時
ニ
コ
ソ
ト
。
人
皆

勇
思
ヘ
ル
処
ニ
。
案
ノ
如
数
万
ノ
軍
士
東
西
ニ
圍
ヲ
成
ト
云
ヘ
共
。
山
谷
遙
隔
リ
。
勇
猛
強
卒
南
北
ニ
責

来
ト
云
ヘ
共
。
城
郭
ニ
モ
近
カ
ス
。
渓
辺
山
下
ニ
於
テ
数
日
ノ
粉
骨
ノ
戦
ニ
。
動
レ
ハ
寄
手
毎
度
打
負
テ

退
散
ス
。
爰
官
軍
等
弥
勇
気
ヲ
呑
形
勢
。
戦
ハ
樊?

ヲ
嘲
。
諜
ハ
子
房
ニ
モ
等
シ
カ
ラ
ム
ト
思
ヘ
リ
。
大
手

ノ
二
王
堂
ヲ
ハ
三
河
国
ノ
住
人
足
助
次
郎
重
範
固
タ
リ
。
寄
手
ニ
荒
尾
ノ
次
郎
進
出
テ
申
ケ
ル
ハ
。
足
助

殿
ノ
御
事
承
及
テ
侯
。
矢
一
給
テ
物
具
ノ
札
程
見
侯
ハ
ン
ト
申
ケ
レ
ハ
。
重
範
申
ケ
ル
ハ
。
御
所
望
ノ
上

ト
テ
。
中
差
ヲ
取
テ
番
ヒ
。
三
人
張
十
四
束
ノ
矢
引
萎
テ
。
兵
ト
放
。
荒
尾
カ
射
向
旋
檀
ノ
板
ヨ
リ
右
脇

ヘ
矢
先
白
射
出
タ
リ
ケ
レ
ハ
。?

ト
計
ニ
テ
動
ト
倒
レ
テ
死
ニ
ケ
リ
。
弟
ノ
三
郎
兄
ノ
死
骸
ヲ
立
隠
テ
。
足

助
殿
ノ
御
多
羅
枝
承
及
シ
程
ハ
侯
ハ
ス
。
爰
ヲ
遊
サ
レ
侯
ヘ
ト
テ
。
射
向
ノ
袖
ヲ
差
挿
シ
。
小
跳
シ
テ
ソ

立
タ
リ
ケ
ル
。
足
助
思
フ
様
。
此
者
ハ?

ニ
甲
ヲ
重
テ
着
タ
ル
ヲ
。
角
ハ
申
ラ
ン
ト
。
金
磁
同
ニ
テ
真
向
ヲ

射
タ
ラ
ン
ニ
。
何
ノ
子
細
カ
有
ヘ
シ
ト
思
。
磁
同
ヲ
取
番
テ
。
能
引
テ
兵
ト
放
。
矢
壺
ヲ
不
違
真
向
ニ
中

脳
ヲ
射
砕
レ
テ
。
是
又
立
所
ニ
死
ス
。
爰
ヘ
ハ
敵
恐
怖
シ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
責
モ
不
上
。
隔
リ
タ
ル
谷
ヨ
リ
数



千
ノ
兵
共
責
上
ケ
ル
ヲ
。
南
都
ヨ
リ
巻
数
ノ
使
ニ
参
リ
ケ
ル
本
性
房
ト
申
律
僧
ノ
。
大
力
二
三
十
人
シ
テ

モ
難
動
大
石
ヲ
。
片
脇
ニ
引
挟
テ
。
鞠
ノ
勢
ニ
引
缺
々
々
。
二
三
十
投
打
ニ
打
ケ
レ
ハ
。
数
百
人
雪
頽
ツ

キ
テ
頽
落
。
石
ニ
打
レ
。
自
レ
等
カ
太
刀
長
刀
ニ
貫
ヌ
カ
レ
テ
。
死
亡
ノ
者
数
ヲ
不
知
。
深
谷
ヲ
埋
ケ
リ
。

其
後
ハ
軍
止
テ
遠
攻
ニ
セ
ヨ
ト
テ
。
峰
々
ニ
陣
ヲ
取
テ
ソ
守
ケ
ル
。
其
頃
御
夢
ニ
鬘
結
タ
ル
天
童
来
テ
。

主
上
ニ
奏
シ
申
ケ
ル
。
一
天
下
ノ
下
暫
御
身
ヲ
隠
サ
ル
ヘ
キ
所
ナ
シ
。
但
ア
ノ
楠
木
ノ
下
ニ
構
タ
ル
御
坐

ハ
。
君
ノ
南
面
ノ
徳
ヲ
行
給
可
ク
所
ニ
テ
候
也
。
是
日
天
子
ノ
御
使
也
ト
云
ト
御
覧
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
夙
ニ

成
就
坊
ノ
律
師
ヲ
召
。
此
辺
ニ
楠
ト
云
ル
ヽ
者
ヤ
有
ト
御
尋
有
ケ
ル
ニ
。
律
師
坊
勅
答
ニ
申
ケ
ル
ハ
。
左

様
ノ
名
字
者
近
ニ
ハ
承
及
ハ
ス
候
。
河
内
ノ
国
ニ
コ
ソ
楠
木
ト
申
ハ
候
。
母
志
貴
ノ
毘
沙
門
ヘ
百
日
参
詣

ヲ
シ
テ
儲
タ
ル
子
ニ
テ
候
ト
テ
。
童
ヘ
名
ヲ
多
聞
ト
付
候
ケ
ル
ト
テ
。
多
聞
兵
衛
正
成
ト
申
候
テ
。
勇
士

ノ
覚
候
ト
申
ケ
レ
ハ
。
藤
房
卿
承
テ
綸
旨
ヲ
成
。
楠
木
勅
ヲ
蒙
申
ケ
ル
ハ
。
武
士
ノ
身
ト
シ
テ
忝
モ
天
勅

ヲ
承
ル
。
生
涯
ノ
面
目
成
ト
テ
。
軈
馳
参
ス
。
君
叡
感
有
テ
御
前
召
ス
。
叡
覧
有
テ
後
。
藤
房
ヲ
以
夷
狄

対
治
ノ
趣
ヲ
御
尋
有
。
正
成
謹
テ
申
ケ
ル
ハ
。
朝
敵
ト
成
者
天
之
ヲ
罰
ス
。
就
中
東
夷
ノ
行
事
ヲ
見
ニ
。

可
滅
時
ニ
当
レ
リ
。
但
日
本
国
ノ
勢
ヲ
以
テ
。
板
東
八
ケ
国
ヲ
ハ
対
治
シ
難
シ
。
知
謀
ヲ
以
テ
取
ル
可
ク

侯
也
。
坂
東
ノ
大
勢
上
侯
ハ
ヽ
。
金
剛
山
深
谷
ニ
引
籠
。
下
侯
ハ
ヽ
又
打
出
テ
。
大
和
河
内
ノ
間
ノ
処
々

ノ
城
ニ
可
籠
。
二
三
度
タ
ニ
モ
上
下
侯
ハ
。
ナ
ト
カ
退
屈
セ
サ
ル
可
ン
。
夫
朝
敵
ト
成
ル
者
数
ル
ニ
。
神

武
天
皇
ハ
東
夷
長
髓
彦
已
下
ヲ
平
テ
。
和
州
橿
原
ノ
宮
移
給
フ
。
同
御
宇
紀
州
名
草
ノ
郡
ノ
土
蜘
蛛
ヲ
モ

罰
シ
。
天
智
ノ
御
宇
ニ
ハ
藤
原
千
方
ト
云
者
四
鬼
ヲ
仕
テ
防
キ
シ
カ
共
。
紀
友
尾
カ
。 

 

草
モ
木
モ
我
大
君
ノ
国
ナ
レ
ハ
イ
ツ
ク
カ
鬼
ノ
栖
成
ヘ
キ 

ト
読
シ
カ
ハ
。
鬼
去
テ
千
方
亡
ヌ
。
朱
雀
院
御
宇
ニ
ハ
。
平
将
門
藤
純
友
。
聖
武
ノ
御
宇
ニ
ハ
藤
原
ノ
広

嗣
。
仁
徳
ノ
御
宇
ニ
ハ
大
岩
丸
大
山
王
子
。
大
伴
ノ
眞
鳥
。
用
明
御
宇
ニ
ハ
守
屋
。
蘇
我
ノ
入
鹿
。
山
田

ノ
石
河
丸
。
蝦
夷
大
臣
。
左
大
臣
長
屋
。
右
大
臣
豊
成
。
桓
武
御
宇
ニ
ハ
伊
予
ノ
親
王
。
氷
上
ノ
川
継
。

淳
和
ノ
御
宇
ニ
ハ
橘
ノ
逸
勢
。
文
屋
ノ
宮
田
。
孝
謙
ノ
御
宇
ニ
ハ
恵
美
押
勝
。
光
仁
御
宇
ニ
ハ
井
上
ノ
皇

后
。
早
良
ノ
太
子
。
天
武
ニ
ハ
大
友
ノ
皇
子
。
嵯
峨
ニ
ハ
仲
成
。
堀
川
ニ
ハ
対
馬
守
義
親
。
後
白
河
ニ
ハ

宇
治
ノ
悪
左
府
六
条
判
官
為
義
。
二
条
院
ニ
ハ
悪
右
衛
門
督
信
頼
。
後
冷
泉
ニ
ハ
貞
任
宗
任
。
白
河
ニ
ハ

武
衡
家
衡
。
平
相
国
清
盛
。
木
曽
ノ
義
仲
。
阿
佐
原
八
郎
為
頼
。
今
高
時
法
師
也
。
何
モ
素
懐
ヲ
遂
ケ
ス
。

早
々
征
伐
セ
ラ
ル
可
シ
ト
申
。
此
趣
ヲ
藤
房
卿
被
申
ケ
レ
ハ
。
君
斜
ナ
ラ
ス
御
感
有
被
皈
ケ
リ
。
君
又
成

就
坊
ノ
律
師
ヲ
召
テ
。
当
寺
事
勅
問
有
。
律
師
申
ケ
ル
ハ
。
此
寺
ノ
事
。
人
王
三
十
九
代
帝
天
智
天
皇
ノ

御
子
。
大
友
皇
子
此
山
ニ
テ
狩
ヲ
シ
給
シ
ニ
。
大
鹿
ノ
走
ニ
相
付
テ
。
嶮
岨
ヲ
被
落
ケ
ル
カ
。
龍
蹄
壁
巌

ニ
馳?

。
死
ヌ
ヲ
去
シ
事
寸
分
ニ
縮
ケ
リ
。
王
子
此
時
ニ
当
思
ハ
レ
ケ
ル
ハ
。
偏
仏
神
助
ニ
非
ハ
支
死
免
難

キ
ト
テ
。
心
中
ニ
一
ノ
大
願
ヲ
立
給
。
此
死
免
ハ
弥
勒
ノ
像
ヲ
此
処
ニ
安
置
ス
可
シ
ト
。
不
図
思
合
念
シ

ケ
レ
ハ
。
馬
陸
地
ニ
至
。
嶮
巌
ノ
急
難
免
レ
給
ケ
リ
。
後
日
ノ
注
ト
テ
。
竹
笠
ヲ
脱
テ
置
レ
ケ
リ
。
軈
所

願
ニ
任
。
此
寺
ヲ
造
建
有
テ
。
手
自
五
丈
石
像
弥
勒
ヲ
安
置
シ
給
ヘ
リ
。
注
ニ
笠
ヲ
置
シ
カ
ハ
ト
テ
。
笠

置
寺
ト
ソ
号
シ
ケ
ル
。
清
浄
結
界
ノ
地
ナ
レ
ハ
。
女
人
影
ヲ
モ
措
ズ
。
霊
験
殊
勝
ノ
砌
ナ
レ
ハ
。
万
人
首

ヲ
傾
。
此
菩
薩
ハ
釈
尊
ノ
出
世
ニ
次
テ
当
来
ノ
導
師
タ
リ
。
都
卒
ノ
内
院
ニ
処
メ
ハ
。
補
所
大
士
也
。
殊

更
慈
悲
ヲ
以
物
ヲ
益
シ
給
フ
事
。
諸
余
ノ
菩
薩
勝
給
ル
カ
故
ニ
。
其
名
ヲ
慈
氏
ト
ハ
申
。
治
承
ノ
比
。
解

脱
上
人
ト
聞
シ
和
尚
。
此
山
ニ
住
ス
。
上
人
一
度
風
塵
ノ
境
ヲ
辞
シ
テ
。
永
寂
寞
室
ニ
坐
ン
ト
誓
テ
。
此



山
ヲ
出
給
ハ
ス
。
慈
悲
深
重
ニ
シ
テ
済
度
方
便
怠
事
ナ
ク
。
行
業
不
退
ニ
シ
テ
自
得
三
昧
也
。
中
ニ
モ
法

相
宗
ヲ
以
被
興
。
抑
此
法
相
大
乗
宗
ト
申
ハ
。
如
来
滅
後
九
百
年
ニ
至
テ
。
阿
僧
祇
菩
薩
無
着
号
ス
。
健

陀
羅
国
ニ
誕
応
シ
テ
。
大
乗
ノ
法
要
ヲ
受
学
シ
。
都
卒
天
上
リ
。
弥
勒
菩
薩
ヲ?

没
羅
林
中
ニ
請
下
シ
奉
。

晝
ル
ハ
五
位
ノ
法
要
ヲ
専
ニ
講
宣
シ
。
夜
ハ
三
六
ノ
妙
儀
ニ
対
シ
テ
受
学
セ
シ
喩
伽
論
是
也
。
吾
朝
ニ
ハ
。

孝
徳
天
皇
御
宇
ニ
。
道
昭
僧
都
渡
唐
シ
テ
玄
奘
ニ
逢
テ
相
承
ス
。
皈
朝
ノ
後
。
南
都
専
ラ
此
宗
ヲ
学
セ
リ
。

去
レ
ハ
春
日
御
神
詫
ニ
モ
。
此
宗
ヲ
学
ハ
サ
ル
輩
ハ
神
敵
タ
ル
ヘ
シ
ト
示
給
フ
。
爰
以
五
重
唯
識
ノ
春
ノ

華
ハ
。
匂
ヲ
三
笠
ノ
山
ノ
風
ヨ
リ
伝
ヘ
。
四
分
三
姓
ノ
秋
ノ
月
ハ
。
光
ヲ
和
泉
河
ノ
流
ニ
浮
。
依
之
テ
本

尊
ノ
霊
感
モ
新
ニ
聞
ヘ
。
仏
学
修
学
モ
太
タ
盛
ニ
シ
テ
。
已
ニ
六
百
余
回
ニ
及
侯
ト
ソ
。
勅
答
申
。
君
殊

ナ
ル
御
信
仰
ノ
粧
也
。
爰
備
中
ノ
国
ノ
住
人
陶
山
藤
三
ト
云
者
有
。
一
家
五
十
余
人
談
合
シ
ケ
ル
。
古
ヲ

聞
ニ
。
平
家
ノ
時
。
佐
々
木
三
郎
カ
備
前
ノ
藤
戸
ヲ
渡
セ
シ
ハ
。
案
内
者
ノ
徳
。
同
四
郎
カ
宇
治
川
ヲ
渡

セ
シ
ハ
。
名
馬
ニ
乗
テ
也
。
梶
原
カ
生
田
ノ
森
ノ
二
度
ノ
懸
ハ
。
源
太
ヲ
助
ン
カ
為
。
熊
谷
平
山
カ
一
谷

ノ
先
係
ハ
。
後
陣
ノ
大
勢
ヲ
憑
テ
也
。
夫
ヲ
タ
ニ
モ
古
今
无
双
ノ
高
名
ト
云
ソ
カ
シ
。
此
城
體
為
ハ
日
本

国
ノ
武
士
カ
集
テ
モ
以
戦
破
カ
タ
シ
。
智
謀
を
廻
シ
一
力
ヲ
以
テ
落
ス
可
シ
。
卒
ヤ
人
々
ト
テ
。
五
十
余

人
同
心
シ
テ
。
九
月
晦
日
夜
。
雨
降
風
烈
シ
テ
。
面
ヲ
向
可
キ
様
モ
無
ク
。
兼
テ
見
置
シ
難
所
ノ
岩
ヲ
伝

リ
。
ソ
ハ
ヲ
カ
ケ
。
千
ノ
屏
風
ヲ
立
タ
ル
ヨ
リ
モ
尚
サ
カ
シ
キ
ヲ
ハ
。
ハ
ウ
ハ
ウ
ニ
伝
テ
。
彼
城
ノ
際
迄

忍
入
ヌ
。
城
内
ヲ
聞
ニ
。
差
タ
ル
用
心
モ
ナ
キ
カ
ト
要
害
を
憑
ケ
ル
ニ
ヤ
。
本
堂
辺
ニ
登
タ
レ
ハ
。
爰
カ

皇
居
ニ
テ
有
ト
覚
ヘ
テ
。
蝋
燭
所
々
ニ
見
ヘ
。
公
卿
已
下
少
少
侍
リ
。
吉
所
ヘ
至
ヌ
ト
思
テ
。
傍
見
ハ
。

ア
キ
タ
ル
坊
有
。
是
ニ
火
ヲ
打
付
ヌ
。
風
烈
軈
皇
居
ニ
吹
係
。
夫
ヨ
リ
走
散
テ
。
所
々
陣
屋
ニ
火
付
タ
ル

ニ
。
一
同
ニ
焼
上
ル
。
主
上
歩
跣
御
出
。
源
中
納
言
具
行
。
平
宰
相
成
輔
。
中
納
言
藤
房
。
同
大
進
季
房

卿
。
御
手
ヲ
引
奉
リ
。
幽
谷
ニ
入
。
忝
モ
玉
趾
ヲ
山
路
ノ
危
ニ
苦
シ
メ
。
御
衣
ヲ
蘿
洞
ノ
露
ニ
霑
シ
。
君

臣
忙
然
ト
讎
終
テ
。
兎
角
申
遣
方
モ
ナ
シ
。
其
有
様
只
楊
国
忠
安
祿
山
カ
戦
ニ
負
テ
。
玄
宗
皇
帝
蜀
ノ
剱

閣
山
ニ
分
迷
。
高
官
万
卒
行
歩
遙
ナ
ル
ニ
漂
テ
。
前
途
程
遠
事
ヲ
歎
。
公
子
内
官
モ
戦
場
ノ
中
ニ
吟
テ
。

後
会
其
期
無
事
ヲ
悲
シ
モ
、
角
コ
ソ
有
ケ
メ
ト
只
知
ル
ヽ
計
也
。
彼
城
陶
山
カ
計
ニ
テ
破
シ
カ
ハ
。
官
軍

数
日
ノ
戦
功
徒
ニ
成
リ
ヌ
。
天
運
未
タ
到
ラ
ス
ト
思
ヘ
共
。
無
念
ノ
次
第
ニ
非
ヤ
。
陶
山
カ
族
一
旦
武
功

有
ニ
似
タ
リ
ト
云
共
。
即
時
ニ
滅
亡
ス
可
キ
始
也
。
爰
山
城
国
ノ
住
人
深
須
入
道
山
ノ
案
内
者
ニ
テ
。
山

中
ヲ
尋
ケ
ル
ニ
。
主
上
ヲ
見
付
奉
リ
。
軍
兵
共
御
迎
ニ
参
。
先
宇
治
院
奉
入
。 

（
以
下
略
） 



戦
国
時
代
に
関
す
る
資
料 

 

五
ノ
一
、

具
秀
朝
臣
笠
置
寺
巡
見 

出
典 

細
々
要
記
、
古
事
類
苑
宗
教
の
部
に
記
載 

 

解
説 

永
和
二
年
に
具
秀
が
笠
置
寺
再
建
の
た
め
笠
置
を
訪
れ
た
が
、
南
北
朝
の
動
乱
の
な
か
再
建
は
実

現
せ
ず
、
元
弘
の
役
か
ら
五
十
年
後
や
っ
と
完
成
し
た
礼
堂
も
十
数
年
後
火
事
で
焼
失
し
て
、
本
格
的
な

再
建
作
業
は
文
明
年
間
の
貞
盛
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

原
文 

  

永
和
二
年
（
南
方
天
授
二
年
）

三
月
十
二
日
、
具
秀
朝
臣
、
南
都
を
発
し
、
城
州
笠
置
へ
登
山
せ
ら
る
。
彼

寺
、
去
ぬ
る
元
弘
元
年
、
後
醍
醐
帝
皇
居
の
時
、
東
国
の
凶
徒
焼
払
を
は
ん
ぬ
。
其
後
建
武
二
年
、
御
造

営
の
御
沙
汰
あ
り
け
る
中
、
天
下
大
乱
に
つ
き
、
中
途
に
し
て
造
作
を
止
む
。
其
後
、
乱
逆
不
治
に
よ
っ

て
、
今
年
南
山
の
帝
御
願
に
よ
っ
て
、
造
営
の
御
沙
汰
あ
り
。
具
秀
朝
臣
巡
見
の
た
め
、
発
向
せ
ら
る
と

云
々
。
紀
州
の
山
よ
り
材
木
を
て
ん
じ
、
北
畠
殿
よ
り
人
夫
を
差
向
ら
る
べ
き
よ
し
云
々
。 

          



五
ノ
二
ノ
一 

興
福
寺
略
年
代
記 

 

出
典 

続
群
書
類
従 

卷
第
八
百
五
十
七 

 

解
説 

従
来
山
城
国
に
は
守
護
職
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
年
）

に
山
城
八
郡
の

行
政
事
務
を
新
設
の
山
城
守
護
に
委
ね
、
初
代
の
守
護
に
は
丹
波
、
但
馬
、
和
泉
な
ど
近
隣
の
守
護
を
勤

め
る
こ
の
山
名
氏
清
が
補
任
さ
れ
た
。 

  

氏
清
は
力
を
バ
ッ
ク
に
守
護
と
し
て
強
引
な
統
治
を
行
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
国
人
の
抵
抗
も
烈

し
く
、
一
揆
を
組
ん
で
神
社
、
仏
閣
に
籠
城
し
て
守
護
方
に
抵
抗
し
た
。
氏
清
方
は
対
抗
策
と
し
て
神
社
、

仏
閣
、
そ
し
て
民
家
を
も
焼
き
尽
く
す
と
い
う
強
権
に
出
た
の
で
、
山
城
地
方
は
不
安
に
か
ら
れ
て
世
情

騒
然
と
し
て
い
た
。 

 

興
福
寺
略
年
代
記
は
興
福
寺
を
主
体
に
し
た
皇
年
代
記
。
神
代
か
ら
の
興
福
寺
に
関
連
す
る
記
事
が
天

皇
歴
代
と
各
年
号
を
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

原
文 

至
徳
二
年
の
条 

八
月
廿
八
日 

将
軍
并
関
白
殿
近
衛
殿
御
下
向
。 

同
九
月
一
日
御
帰
洛
。
御
宿
所
一
乗
院
。
東
大
寺
宝
蔵
社
「
被
イ
」
開
之
。 

山
名
奥
州
給
守
護
職
入
部
。
山
城
国
堂
舎
仏
閣
民
屋
等
多
焼
失
破
壊
云
々 

 

読
み
下
し
文 

八
月
廿
八
日 

将
軍
并
び
に
関
白
殿
、
近
衛
殿
御
下
向
。 

同
九
月
一
日
御
帰
洛
。
御
宿
所
一
乗
院
。
東
大
寺
宝
蔵
社
之
を
開
か
る
。 

山
名
奥
州
、
守
護
職
を
給
わ
り
入
部
す
。
山
城
国
の
堂
舎
仏
閣
民
屋
等
多
く
焼
失
し
破
壊
す
と
云
々 

 



五
ノ
二
ノ
二
、

至
徳
二
年
記 

 

出
典 

続
群
書
類
従
卷
第
四
十           

 

解
説 

至
徳
二
年
（
一
三
八
五
年
）

十
二
月
、
笠
置
の
近
辺
に
お
い
て
山
名
氏
清
と
国
人
と
の
間
で
合
戦
が
行

わ
れ
、
百
余
人
が
戦
死
し
た
。
さ
ら
に
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
山
名
氏
清
は
木
津
川
以
北
の
地
を
制
し
、

遂
に
国
人
等
が
立
て
籠
も
っ
た
笠
置
寺
に
攻
め
寄
せ
る
方
針
を
と
っ
た
こ
と
が
、
笠
置
周
辺
に
緊
張
を
も

た
ら
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
笠
置
寺
の
南
に
隣
接
す
る
神
戸
四
ケ
郷
の
民
が
春
日
神
社
に
、
守
護
が
国
の
境
に
制
札

を
出
し
て
四
箇
郷
の
安
泰
を
保
証
す
る
よ
う
守
護
に
申
し
入
れ
て
欲
し
い
と
の
嘆
願
書
を
出
し
た
も
の
で

あ
る
。 

 

原
文   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

至
徳
二
年
（
一
三
八
五
年
）

一
二
月
条 

                         
  

 

原
文 

校
正
済
み 

三
日 

此
暁
、
山
城
国
守
護
山
名
奥
州
□
□
城
ヘ
寄
テ
、
令
合
戰
之
間
、
国
人
□
□
□
守
護
方
、
云
国
人
、
百
余

人
被
打
了
、
□
□
□
□
（
前
代
未
聞
か
）
聞
也
、
返
々
不
便
々
々 

 

十
五
日
、 

自
神
戸
四
ケ
郷
、
沙
汰
人
百
姓
等
列
参
シ
テ
歎
□
□
依
山
城
国
守
護
事
、
今
明
之
間
ニ
笠
置
寺
へ
可
被
発

向
之
由
、
其
聞
侯
之
間
、
雖
国
各
別
事
其
境
近
之
間
、
非
無
恐
怖
候
之
上
者
、
為
社
家
被
執
申
□
□
四
ケ

郷
無
為
侯
様
、
被
経
御
沙
汰
候
者
、
弥
成
勇
可
全
社?

等
之
由
、
歎
申
之
間
、
令
相
談
神
主
テ
、
返
答
云
、

此
事
具
被
聞
食
了
、
所
存
之
趣
、
急
速
可
進
目
安
、
為
社
家
可
被
報
申
衆
中
之
由
、
被
仰
之
処
、
畏
承
了
、?

御
沙
汰
進
之
由
之
テ
、
則
目
安
書
進
之
、
社
家
状
ヲ
相
副
テ
、
衆
徒
ノ
沙
汰
衆
円
識
房
許
、
以?

事
付
遣
了
、

四
ケ
郷
御
沙
汰
人
等
モ
、
同
道
シ
テ
可
申
所
存
之
旨
、
加
下
知
了
、
彼
案
文
等
、 

当
社
日
次
神
供
料
所
本
神
戸
四
ケ
郷
土
民
等
申
状
如
此
、
子
細
見
状
侯
歟
、
□
□
申
請
之
旨
、
急
速
可
被

経
御
沙
汰
□
□
、
御
沙
汰
令
滞
停
候
者
、
可
為
珍
重
□
□
以
此
旨
可
為
御
披
露
御
集
会
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 

至
徳
二
乙
丑
十
二
月
十
五
日 

 
 
 
 
 

春
日
神
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

権
神
主 

 
 

謹
上 

 
 
 
 

沙
汰
衆
御
中                        

  
       

  

四
ケ
郷
土
民
等
申
状
案 

本
神
戸
四
ケ
郷
土
民
等
謹
言
上
、 

右
大
和
国
添
上
郡
本
神
戸
四
ケ
郷
者
、
為
春
日
大
明
神
御
願
向
最
初
御
庄
、
日
次
神
供
以
下
、
厳
重
不
闕



料
所
、
異
于
他
之
條
、
世
以
無
其
隠
者
也
、
爰
依
山
城
国
守
護
事
、
近
日
可
有
御
発
向
笠
置
寺
之
由
、
有

其
聞
、
若
事
実
者
、
雖
為
国
各
別
事
、
其
境
近
々
間
、
非
無
恐
怖
之
上
者
、
為
社
家
之
御
沙
汰
、
被
執
申

□
□
□
被
打
守
護
殿
制
札
於
国
之
境
、
本
神
戸
四
ケ
郷
無
為
之
様
、
被
経
御
沙
汰
者
、
弥
可
令
全
厳
重
之

神
供
以
下
御
公
事
等
之
由
、
粗
言
上
如
件
、 

      

至
徳
二
年
十
二
月 

日 

  

読
み
下
し
文 

神
戸
四
ケ
郷
よ
り
、
沙
汰
人
（
役
人
）

、
百
姓
等
列
参
し
て
歎
□
□
、
山
城
国
守
護
の
事
に
依
り
、
今
明
（
今

日
、
明
日
）

の
間
に
笠
置
寺
へ
発
向
（
出
向
く
こ
と
）

さ
る
べ
き
の
由
、
其
の
聞
へ
侯
の
間
、
国
、
各
別
（
そ
れ
ぞ

れ
別
で
あ
る
こ
と
）

の
事
と
雖
も
、
其
の
境
近
き
の
間
、
恐
怖
無
き
に
非
ず
の
上
は
、
社
家
の
為
、
申
し
執
ら

れ
□
□
四
ケ
郷
、
無
為
（
無
事
で
あ
る
こ
と
）

侯
様
、
御
沙
汰
を
経
ら
れ
侯
ら
は
ば
、
弥
、
勇
み
て
社?

等
を
全

う
せ
し
む
べ
き
の
由
、
歎
申
の
間
、
神
主
に
相
談
せ
し
め
て
、
返
答
に
云
う
、
此
の
事
、
具
に
聞
食
さ
れ

了
る
。
所
存
の
趣
、
急
速
に
目
安
を
進
ず
べ
く
、
社
家
の
為
に
、
衆
中
に
報
申
さ
る
べ
き
の
由
、
仰
せ
ら

る
の
処
、
畏
ま
り
て
承
り
了
ん
ぬ
。?

じ
て
御
沙
汰
進
め
る
の
由
、
之
を
申
し
て
、
則
ち
目
安
書
、
之
を
進

め
、
社
家
の
状
を
相
い
副
へ
て
、
衆
徒
の
沙
汰
、
衆
円
識
房
許
り
、?
（
職
の
古
字 

神
人
）

事
を
以
て
付
け
遣

り
了
ん
ぬ
。
四
ケ
郷
御
沙
汰
人
等
も
、
同
道
し
て
申
す
べ
き
所
存
の
旨
、
加
へ
て
下
知
し
了
ん
ぬ
。 

 

彼
の
案
文
等 

 

当
社
、
日
次
の
神
供
料
所
、
本
神
戸
四
ケ
郷
の
土
民
等
申
し
状
、
此
の
如
し
。
子
細
見
状
侯
か
。
□
□

申
請
の
旨
、
急
速
に
御
沙
汰
□
□
さ
れ
る
べ
く
、
御
沙
汰
滞
停
せ
し
む
べ
く
は
、
珍
重
□
□
為
さ
る
べ
く
、

此
の
旨
を
以
て
、
御
披
露
為
さ
る
べ
く
、
御
集
会
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 

至
徳
二
乙
丑
年
十
二
月
十
五
日 

 
 
 
 
 

春
日
神
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権
神
主 

 
 

謹
上 

 
 
 
 

沙
汰
衆
御
中 

  
 

四
ケ
郷
土
民
等
申
状
案 

 

本
神
戸
四
ケ
郷
土
民
等
謹
ん
で
言
上
す 

 

右
大
和
国
添
上
郡
本
神
戸
四
ケ
郷
は
、
春
日
大
明
神
御
願
向
最
初
の
御
庄
、
日
次
神
供
以
下
、
厳
重
（
神

仏
の
霊
験
が
あ
ら
た
か
な
さ
ま
）
不
闕
の
料
所
と
し
て
、
他
に
異
な
る
の
条
、
世
以
て
其
の
隠
れ
な
き
者
也
。
爰
に

山
城
国
守
護
の
事
に
よ
っ
て
、
近
日
、
笠
置
寺
へ
御
発
向
有
る
べ
く
の
由
、
其
の
聞
へ
有
り
、
若
し
事
、

実
な
れ
ば
国
各
別
の
事
と
為
す
と
雖
も
、
そ
の
境
近
々
の
間
、
恐
怖
な
き
に
非
ざ
る
の
上
は
、
社
家
の
御

沙
汰
と
し
て
□
□
□
を
執
り
申
さ
れ
、
守
護
殿
（
大
和
国
守
護
興
福
寺
）

の
制
札
を
国
の
境
に
打
た
れ
、
本
神
戸

四
ケ
郷
無
為
の
様
、
御
沙
汰
を
経
ら
る
れ
ば
、
い
よ
い
よ
厳
重
の
神
供
以
下
の
御
公
事
等
を
全
う
せ
し
む

べ
き
の
由
、
あ
ら
あ
ら
言
上
件
の
如
し
。 

  



五
ノ
三
、

笠
置
寺
再
興
勧
進
状 

 

 

出
典 

笠
置
寺
所
蔵
の
原
本
よ
り 

 

解
説 

元
弘
の
役
で
焼
失
し
た
笠
置
寺
再
興
の
た
め
、
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
年
）

に
貞
盛
が
作
成
し
た
勧

進
状
。
活
字
化
さ
れ
た
の
は
史
上
初
め
て
で
あ
る
。 

 

笠
置
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
勧
進
状
は
、
上
下
に
金
界
線
を
引
き
欄
外
に
は
金
銀
切
箔
野
毛
を
散
ら
し
、

紙
背
に
も
銀
切
箔
を
散
ら
し
た
華
麗
な
装
飾
料
紙
に
当
代
の
能
筆
が
筆
を
執
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
典

型
的
な
勧
進
状
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
度
重
な
る
被
災
で
史
料
を
失
っ
た
笠
置
寺
の
数
少
な
い

根
本
資
料
の
一
つ
と
し
て
そ
の
価
値
は
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課

技
師
米
谷
優
氏
）
。
こ
の
勧
進
状
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

京
都
府
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。 

 

原
文 

勧
進
沙
門
貞
盛
敬
曰 

 

請
特
蒙
十
方
檀
那
助
成
再
興
当
寺
焼
失
精
舎
、
等
祈
請
都
鄙
之
安
全
、
成
就
貴
賤
之
願
望
状  

右
笠
置
寺
者
尋
其
地
者
、
耆
闍
崛
山
之
霊
峯
月
支
来
現
之
甲
区
也
、
謂
本
尊
者
覩
史
多
天
之
教
主
、
化
人

刻
彫
之
石
像
也
、
置
感
応
於
天
武
之
叡
願
、
開
基
趾
於
白
鳳
之
明
時
、
爾
来
利
生
日
新
、
霊
験
月
盛
、
彼

延
喜
聖
代
日
蔵
上
人
登
当
山
致
精
懃
時
、
化
人
告
曰
、
此
山
有
池
方
四
十
里
池
内
七
宝
満
、
其
池
上
弥
勒

御
座
、
則
兜
卒
内
院
云
々
、
然
則
一
踏
此
地
輩
契
値
遇
於
知
足
之
上
生
、
一
拝
此
尊
族
期
得
脱
於
龍
華
之

下
生
、
加
之
、
実
忠
和
尚
者
入
龍
穴
親
見
兜
卒
勝
妙
之
境
、
解
脱
上
人
者
、
卜
蟄
居
新
得
明
神
降
臨
之
瑞

勝
地
、
異
他
何
処
比
之
惣
代
々
崇
敬
種
々
奇
特
不
逞
具
記
、
爰
元
弘
歳
次
雖
舎
合
狼
煙
成
変
災
恨
、
永
徳

辛
酉
更
作
鳳
甍
復
旧
構
、
喜
而
不
経
幾
年
数
、
応
永
第
五
暦
忽
有
不
慮
之
火
災
重
及
伽
藍
之
回
録
、
其
後

斧
斤
之
計
久
絶
、
土
木
之
営
永
廃
、
嗟
呼
縁
合
故
生
之
昔
則
餝
蘭
若
於
春
花
、
縁
離
故
滅
之
今
空
埋
礎
石

於
秋
草
舎
残
之
類
誰
不
悲
乎
、
方
今
貞
盛
殊
承
一
寺
之
群
議
、
励
建
立
之
願
念
、
専
勧
十
方
之
檀
那
、
乞

再
造
之
資
助
不
憚
、
寸
鉄
尺
木
之
恥
一
紙
半
銭
貴
、
不
見
乎
、
泰
山
起
微
塵
巨
海
始
於
一
滴
、
仰
願
者
、

衆
望
早
満
大
功
速
成
、
則
結
縁
之
尊
卑
、
随
喜
之
緇
素
皆
誇
寿
域
遊
福
庭
悉
越
苦
海
到
楽
邦
、
仍
勧
進
状

如
件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
明
十
四
年
七
月
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

勧
進
沙
門
貞
盛 

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読
み
下
し
文 

勧
進
沙
門
貞
盛
敬
っ
て
曰
く 

 

特
に
十
方
檀
那
の
助
成
を
蒙
り
、
当
寺
焼
失
の
精
舎
等
を
再
興
し
、
等
し
く
都
鄙
の
安
全
を
祈
誓
し
、

貴
賤
の
願
望
を
成
就
せ
ん
こ
と
を
請
う
の
状 

  

右
笠
置
寺
は
、
其
の
地
を
尋
ぬ
る
に
、
耆
闍
崛
山
の
霊
峯
、
月
支
（
釈
迦
の
こ
と
）

来
現
の
甲
区
（
勝
れ
た



区
域
）
な
り
。
謂
へ
ら
く
は
、
本
尊
は
覩
史
多
天
の
教
主
（
弥
勒
菩
薩
）

に
し
て
、
化
人
（
仏
が
衆
生
を
救
う
為
に

人
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
）

刻
彫
の
石
像
な
り
。 

 

感
応
（
仏
の
人
に
応
じ
た
働
き
か
け
と
、
人
が
そ
れ
を
感
じ
取
る
心
の
働
き
）
を
天
武
の
叡
願
（
天
子
が
神
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
）

に
置
き
、
基
趾
（
も
と
い
）

を
白
鳳
の
明
時
（
太
平
の
世
）

に
開
く
。
爾
来
（
そ
れ
以
来
）

利
生
（
仏
の
り
や
く
）

日
に

新
た
に
し
て
、
霊
験
月
に
盛
り
な
り
。 

 

彼
の
延
喜
の
聖
代
、
日
蔵
上
人
、
当
山
に
登
り
て
精
懃
（
勤
め
は
げ
む
）

を
致
す
時
、
化
人
告
げ
て
曰
く
。 

 

此
の
山
に
池
有
り
、
方
四
十
里
。
池
の
内
に
七
宝
満
ち
、
其
の
池
上
に
弥
勒
御
座
ま
す
。
則
ち
兜
卒
の

内
院
な
り
と
云
々
。 

 

然
ら
ば
則
ち
此
の
地
を
一
踏
せ
る
の
輩
、
知
足
（
知
足
天
、
弥
勒
の
い
る
天
）

の
上
生
に
於
い
て
値
遇
（
巡
り
会

う
こ
と
）

を
契
り
、
此
の
尊
を
一
拝
せ
る
の
族
、
龍
華
の
下
生
に
於
い
て
得
脱
（
煩
悩
を
断
じ
て
菩
提
を
得
る
こ
と
）

を
期
さ
ん
。 

 

加
之
、
実
忠
和
尚
、
龍
穴
に
入
り
、
親
し
く
兜
卒
勝
妙
（
勝
れ
て
い
る
事
）
の
境
（
場
所
）
を
見
、
解
脱
上
人
、

蟄
居
（
一
時
引
き
こ
も
る
こ
と
）

を
卜
び
、
新
た
に
明
神
降
臨
の
瑞
勝
地
を
得
る
。
之
に
比
す
他
の
何
処
（
い
ず
れ

の
処
）

と
も
異
な
り
、
惣
、
代
々
の
崇
敬
（
崇
め
敬
う
）

、
種
々
の
奇
特
（
珍
し
い
不
思
議
な
さ
ま
）

、
具
に
記
す
る

に
遑
あ
ら
ず
。 

 

爰
に
元
弘
の
歳
次
（
年
ま
わ
り
）

舎
（
い
お
り
）

、
狼
煙
に
合
い
て
変
災
（
思
い
も
か
け
ぬ
災
難
）

の
恨
み
を
成
す

と
雖
も
、
永
徳
辛
酉
（
一
三
八
一
年
）

鳳
甍
（
美
麗
な
建
物
）

を
更
作
（
改
め
て
作
る
こ
と
）

し
、
構
え
（
建
物
）

を
復
旧

す
。 

 

喜
び
て
幾
数
年
を
経
ざ
る
に
、
応
永
第
五
暦
（
一
三
九
八
年
）

、
忽
ち
不
慮
の
火
災
有
り
、
重
ね
て
伽
藍
の

回
録
（
回
禄
、
炎
上
す
る
こ
と
）

に
及
ぶ
。
其
の
後
、
斧
斤
（
建
築
の
こ
と
）

の
計
久
し
く
絶
へ
、
土
木
の
営
み
永
く

廃
す
。 

 

嗟
呼
、
縁
合
い
、
故
に
生
の
昔
、
則
ち
蘭
若
（
寺
院
の
こ
と
）

を
春
花
に
餝
へ
る
も
、
縁
、
離
れ
、
故
に
滅

の
今
、
空
し
く
礎
石
を
秋
草
に
埋
め
、
舎
（
い
お
り
）

を
残
す
の
類
、
誰
ぞ
悲
し
ま
ざ
る
や
。 

 

方
に
今
、
貞
盛
殊
に
一
寺
の
群
議
を
承
り
、
建
立
の
願
念
を
励
ま
し
、
専
ら
十
方
の
檀
那
に
勧
め
再
造

の
資
助
を
乞
う
。
寸
鉄
尺
木
の
恥
を
憚
ら
ず
、
一
紙
半
銭
も
貴
し
。 

 

見
ず
や
、
泰
山
（
中
国
の
名
山
、
五
岳
の
一
つ
）

は
微
塵
（
細
か
い
塵
）

よ
り
起
こ
り
、
巨
海
も
一
滴
に
始
ま
る
。 

 

仰
ぎ
願
は
く
は
、
衆
望
（
多
く
の
人
々
か
ら
か
け
ら
れ
て
い
る
期
待
）

早
く
満
ち
、
大
功
（
大
き
な
事
業
）

速
や
か
に

成
ら
ん
こ
と
、
則
ち
結
縁
の
尊
卑
、
随
喜
の
緇
素
（
僧
侶
と
俗
人
）

皆
寿
域
（
長
寿
の
境
）

を
誇
り
、
福
庭
（
寺
院

の
尊
称
）

に
遊
び
、
悉
く
苦
海
を
越
え
、
楽
邦
に
到
ら
ん
こ
と
を
。 

 

仍
っ
て
勧
進
の
状
件
の
如
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
明
十
四
年
七
月
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

勧
進
沙
門
貞
盛 

  
   

 
 



五
ノ
四
、 

ふ
ぢ
河
の
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
典 

中
世
日
記
紀
行
集 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
一 

岩
波
書
店 

 

解
説 

元
弘
の
戦
い
か
ら
約
百
四
十
年
後
、
こ
の
記
を
著
述
し
た
一
条
兼
良
（
応
永
九
年
か
ら
文
明
十
三
年 

一
四

〇
二
か
ら
一
四
八
一
年
）

は
相
続
く
戦
乱
の
世
に
い
や
け
を
さ
し
て
関
白
太
政
大
臣
の
栄
職
を
辞
し
、
息
子
で
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
を
書
い
た
興
福
寺
大
乗
院
の
尋
尊
を
頼
っ
て
十
年
間
奈
良
に
隠
遁
し
た
。 

 

そ
の
間
、
彼
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
年
）

五
月
二
日
、
美
濃
方
面
の
旅
行
に
出
発
し
て
の
帰
り
み
ち
、
伊

賀
上
野
で
宿
泊
し
た
後
、
早
朝
に
出
立
し
島
ヶ
原
、
大
河
原
、
笠
置
を
経
て
、
二
十
七
日
ぶ
り
に
奈
良
に

帰
着
し
た
。 

 

兼
良
は
笠
置
山
の
麓
を
通
り
な
が
ら
も
笠
置
山
に
登
ら
な
い
で
、
今
回
は
急
ぐ
か
ら
改
め
て
詣
で
よ
う

と
そ
の
ま
ま
素
通
り
し
た
。
こ
の
旅
行
記
に
よ
る
と
ま
だ
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
笠
置
寺
は
存
在
し
て
は

い
た
も
の
の
、
貴
顕
の
人
を
魅
了
す
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
笠
置
を
後
に
し
て
の
兼
良
の
詠
に
「
雲
の
上
に
そ
の
曙
を
待
程
や
笠
置
の
峰
に
有
明
の
月
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
早
朝
の
風
情
に
託
し
て
、
は
る
か
未
来
に
そ
の
暁
（
弥
勒
出
現
の
日
）
を
待
っ
て
い
る
今
、

笠
置
の
峰
の
上
に
有
明
の
月
を
仰
ぐ
こ
と
だ
、
と
の
意
か
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
弥
勒
磨
崖
仏
は
焼
失

し
て
は
い
る
も
の
の
笠
置
寺
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
は
貴
族
階
級
に
お
い
て
ま
だ
廃
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。 

 

 

原
文 

 

二
十
八
日
（
文
明
五
年
（
一
四
七
三
年
）
五
月
二
八
日
）

、
菩
提
寺
を
発
ち
て
上
野
、
小
田
な
ど
云
所
を
通
る
。
田

山
越
え
は
川
の
水
い
ま
だ
渡
り
が
た
か
る
べ
し
と
て
、
笠
置
通
り
に
赴
く
、
嶋
の
原
川
と
い
ふ
河
を
渡
り

て
、 

 
 
 
 
 

島
の
原
川
瀬
の
浪
の
徒
渡
り
田
山
越
え
を
ば
よ
そ
に
な
し
つ
る 

 

大
河
原
と
い
ふ
所
は
、
伊
賀
と
山
城
と
の
境
な
り
。
河
原
の
木
石
、
さ
な
が
ら
前
栽
な
ど
を
見
る
如
く

な
れ
ば
、 

 
 
 
 
 

苔
む
せ
る
岩
根
に
松
は
大
河
原
変
ら
ざ
り
け
り
庭
の
洲
崎
に 

  

笠
置
川
を
ば
舟
に
て
渡
る
。
奈
良
よ
り
迎
へ
の
者
、
来
た
る
に
よ
り
て
、
伊
賀
の
送
り
を
ば
こ
れ
よ
り

返
し
ぬ
。
帰
路
を
急
ぐ
に
よ
り
て
、
山
を
ば
見
や
り
た
る
ば
か
り
也
。
こ
と
さ
ら
に
こ
そ
詣
で
め
と
思
ひ

侍
り
。
昨
日
今
日
は
雨
降
ら
ず
。 

 
 
 
 
 

え
ぞ
知
ら
ぬ
美
濃
山
過
て
降
し
雨
の
笠
置
に
来
て
は
又
晴
れ
に
け
り 

 
 
 
 
 

雲
の
上
に
そ
の
暁
を
待
程
や
笠
置
の
峰
に
有
明
の
月 

秉
燭
（
夕
方
）

の
時
分
、
南
都
の
宿
坊
に
着
く
。
こ
の
後
、
雨
甚
だ
下
る
。
よ
く
せ
ず
ば
、
笠
置
に
泊
る
べ

か
り
け
り
。 

                      



五
ノ
五
、 

大
乗
院
寺
社
雑
事
記 

 

出
典  

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
（
辻
善
之
助
編 

三
教
書
院
） 

           

                
 
 
 
 
 
 
 

解
説 

こ
の
記
は
興
福
寺
大
乗
院
尋
尊
の
記
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
年
）
か
ら
大

永
七
年
（
一
五
二
七
年
）
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
。 

 

内
容
は
興
福
寺
、
春
日
社
を
め
ぐ
る
事
柄
を
主
と
す
る
が
そ
れ
に
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
争
乱
、
政
治
経

済
、
宗
教
、
世
情
全
般
に
及
ん
で
い
る
。 

 

元
弘
の
役
で
焼
失
し
て
以
来
、
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
年
）
前
後
の
世
情
定
ま
ら
ぬ
環
境
下
、

山
城
大
和
に
お
け
る
豪
族
間
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
笠
置
寺
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、
多
門
院
日

記
（
別
史
料
）
と
あ
わ
せ
て
応
仁
の
乱
後
の
笠
置
寺
の
様
子
を
垣
間
見
さ
せ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。 

 

原
文 

＊
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
年
）
十
二
月
二
十
九
日
の
条 

  

笠
置
寺
ヨ
リ
卷
数
（
経
巻
の
目
録
）

進
之
、
英
音
卷
数
進
之 

 

＊
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
年
）
十
一
月
四
日
の
条 

 

（
前
略
） 

 

栂
尾
高
弁
上
人
度
天
記
披
見
之
、
殊
勝
々
々
、
抑
栂
尾
ノ
春
日
・
住
吉
両
大
明
神
御
影
ハ
、
依
神
託
建

仁
三
年
四
月
九
日
仏
師
薩
摩
法
橋
俊
賀
ニ
仰
、
紀
州
保
田
庄
星
尾
シ
テ
図
之
、
堂
十
九
日
於
崎
山
兵
衛
尉

良
眞
之
家
開
眼
供
養
、
導
師
明
恵
上
人
云
々
、
又
同
御
影
堂
、
仏
舎
利
ハ
建
仁
三
年
二
月
廿
八
日
、
自
貞

慶
上
人
手
於
笠
置
寺
テ
明
恵
相
伝
之
、
二
粒
在
之
、
此
舎
利
ハ
西
龍
寺
之
舎
利
、
鑒
眞
和
尚
伝
来
云
々
、

招
醍
寺
与
同
也
、
自
月
輪
禅
定
殿
下
貞
慶
給
之
云
々
、
依
夢
想
自
貞
慶
手
相
伝
之
故
ニ
、
大
明
神
伝
来
之

舎
利
ト
云
也 

 

＊
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
年
）
十
二
月
十
二
日 

 

（
前
略
） 

 

笠
置
寺
ヨ
リ
卷
数
進
之 

 

＊
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
年
）
十
二
月
二
十
日
の
条 

 

己
心
寺
・
新
禅
院
ヨ
リ
卷
数
并
大
柿
一
連
、
各
進
之
、
恒
例
者
也
。
笠
置
寺
・
長
谷
極
楽
寺
・
内
山
中

 

院
、
巻
数
進
之
。 

 

＊
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
年
）
十
二
月
二
十
八
日
の
条 

 

西
金
堂
ヨ
リ
巻
数
進
之
、
笠
置
寺
同
進
之
、
（
堂
司
方
ヨ
リ
）

常
喜
院
同
進
之 



 

＊
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
年
）
十
二
月
十
二
日
の
条 

 

（
前
略
） 

 

橘
寺
巻
数
到
来
、
此
外
先
日
志
貴
山
・
笠
置
寺
等
進
之
云
々
、 

 

＊
文
明
元
年
（
一
四
六
九
年
）
十
月
二
十
九
日
の
条 

 

英
淳
得
業
社
頭
参
籠
之
処
、
召
仕
小
者
取
天
狗
了
、
辰
貝
時
分
よ
り
不
見
、
戌
剋
帰
参
四
十
九
院
、
亡

 

然
相
語
云
、
笠
置
寺
・
越
知
之
笛
吹
山
以
下
、
在
々
所
々
一
日
之
内
ニ
遊
行
云
々
、 

 

＊
文
明
九
年
（
一
四
七
七
年
）
十
二
月
二
十
四
日
の
条 

 

筒
井
・
成
身
院
返
事
到
来
、
畏
入
之
由
也
、
中
坊
先
夜
負
手
而
笠
置
ニ

在
之
云
々
、 

 

＊
文
明
十
年
（
一
四
七
八
年
）
九
月
二
十
六
日
の
条 

 

四
恩
院
一
臈
罪
科
、
六
方
進
発
、
越
知
勢
共
百
計
大
湯
屋
辺
ニ

出
陣
、
可
召
取
用
意
云
々
、
於
笠
置
山 

箸
尾
法
師
原
以
下
越
知
呪
詛
之
法
行
之
故
云
々
、
実
否
如
何
、 

 

＊
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
年
）
七
月
十
二
日
の
条 

 

瓜
五
合
筒
井
笠
置
の
陣
、 

五
合
成
身
院
京
都
、
以
上
五
ケ
所
二
人 

五
合
慶
英
律
師
、 

五
合
御
洗
、 

 

＊
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
年
）
十
二
月
八
日
の
条 

 

去
三
日
細
川
九
郎
俄
に
令
在
丹
波
国
了
、
一
宮
党
相
具
、
近
日
分
国
共
任
雅
意
之
間
、
可
在
国
之
由
、

 

自
兼
日
及
其
沙
汰
事
也
、
於
于
今
者
畠
山
一
人
在
京
官
領
也
、
可
為
如
何
哉
、
初
修
（
終
か
）
ハ
定
而 

奉

相
具
将
軍
、
笠
置
辺
ニ
可
下
向
歟
、
云
北
六
（
陸
か
）

道
云
東
西
各
物?

也
、
山
城
道
一
所
無
為
也
。 
如
雑

説
者
、
所
々
国
ハ
今
出
川
殿
御
成
敗
分
也
、 

 

＊
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
年
）
五
月
七
日
の
条 

 

大
仏
御
経
有
無
未
一
定
云
々
、
自
寺
門
下
行
事
、
堂
衆
方
一
口
別
三
斗
米
之
有
、
号
三
斗
米
云
々
、
半

 

分
可
下
行
之
由
申
之
間
、
不
承
引
、
法
花
堂
・
中
門
堂
両
堂
共
に
自
去
月
令
閇
門
了
、
寺
門
失
面
目
之

 

間
、
両
堂
司
方
令
罪
科
、
可
切
門
戸
之
由
申
云
々
、
近
日
連
夜
群
勢
共
罷
出
云
々
、
堂
衆
方
堤
合
力
、

 

寺
門
方
山
内
・
山
城
辺
衆
共
也
、
希
有
題
目
出
来
、
随
而
大
仏
恒
例
経
不
一
味
之
間
、
不
可
有
之
云
々
、

 

堂
方
得
分
也
、
寺
門
申
状
不
可
然
旨
、
及
其
沙
汰
、
此
正
月
・
二
月
比
講
堂
に
甲
乙
人
等
群
参
、
無
是

 

非
凶
事
也
、
此
事
出
来
、
去
年
西
院
地
蔵
ニ
群
参
、
則
此
陣
事
出
来
、
山
崎
・
西
院
辺
迷
惑
云
々
、
近

 

日
又
笠
置
寺
辺
ニ
石
地
蔵
有
之
、
群
参
無
是
非
、
如
何
様
凶
事
也
、
不
思
儀
事
彼
辺
ニ
可
出
来
者
也
、

 

先
年
福
智
院
地
蔵
ニ
如
此
群
集
了
、
其
後
足
軽
共
乱
入
、
郷
内
無
正
躰
事
出
来
、
大
ニ
不
可
然
事
也
、

 

凡
無
力
事
也
、 

 



＊
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
年
）
八
月
二
十
日
の
条 

 

笠
置
中
坊
之
在
所
ニ
恣
（
盗
か
）
人
在
之
、
此
者
中
川
寺
之
坊
に
居
住
云
々
、
可
召
取
旨
問
答
処
、
彼 

一

山
寺
不
承
引
云
々
、
古
市
以
下
色
々
雖
申
不
承
引
之
間
、
在
々
所
々
相
悟
（
語
か
）

而
自
中
坊
中
川 

寺
ニ

押
寄
及
合
戦
了
、
中
川
寺
悉
以
発
向
、
寺
如
無
、
希
有
事
也
。 

 

＊
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
年
）
五
月
二
十
日
の
条 

 

昨
日
衆
中
所
々
進
発
、
恣
（
盗
か
）
人
事
云
々
、
十
輪
院
堂
内
在
家
者
、
於
僧
坊
・
院
家
仏
具
以
下
連 

々

恣
之
、
常
喜
院
立
具
取
之
、
召
取
之
、
云
則
躰
所
云
同
類
者
所
々
進
発
、
彼
恣
人
ハ
笠
置
中
切
之
被 

官

人
云
々
、
講
堂
々
童
子
之
籠
ニ
召
置
之
処
、
番
衆
之
内
同
類
在
之
、
令
同
道
恣
人
共
ニ
逐
電
了
云
々
、 

堂

童
子
越
度
也
、
罪
科
云
々
、 

 

＊
明
応
三
年
（
一
四
九
四
年
）
十
一
月
二
十
日
の
条 

 

夜
前
笠
置
中
坊
息
女
専
重
所
ヘ
迎
之
云
々
、 

 

＊
明
応
六
年
（
一
四
九
七
年
）
十
一
月
十
四
日
の
条 

 

古
市
陣
取
白
毫
寺
、
甲
三
百
計
在
之
云
々
、
七
時
分
観
禅
院
早
鐘
槌
之
、
筒
井
勢
并
越
（
超
か
）

昇
寺 

・

秋
篠
・
宝
來
以
下
合
千
計
勢
云
々
、
令
合
戰
古
市
打
負
了
、
山
村
・
琵
琶
小
路
以
下
打
死
済
々
在
之 

云
々
、

古
市
ハ
国
見
峯
越
之
、
落
付
笠
置
寺
云
々
、
白
毫
寺
在
家
共
焼
払
之
、
以
外
次
第
、
筒
井
方
ニ 

ハ
野
田

東
、 

 

読
み
下
し
文        

＊
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
年
）

十
二
月
二
十
九
日
の
条 

  

笠
置
寺
よ
り
卷
数
之
を
進
ず
、
英
音
よ
り
卷
数
之
を
進
ず 

 

＊
長
禄
二
年
十
一
月
四
日
の
条 

 

（
前
略
） 

 

栂
尾
高
弁
上
人
の
度
天
記
之
を
披
見
す
、
殊
勝
々
々
、
抑
も
栂
尾
の
春
日
・
住
吉
両
大
明
神
御
影
は
、

神
託
に
依
っ
て 

 

建
仁
三
年
四
月
九
日
仏
師
薩
摩
法
橋
俊
賀
ニ
仰
、
紀
州
保
田
庄
星
尾
シ
テ
図
之
、
堂
十
九
日
於
崎
山
兵
衛

尉
良
眞
之
家
開
眼
供
養
、
導
師
明
恵
上
人
云
々
、
又
同
御
影
堂
、
仏
舎
利
ハ
建
仁
三
年
二
月
廿
八
日
、
自

貞
慶
上
人
手
於
笠
置
寺
テ
明
恵
相
伝
之
、
二
粒
在
之
、
此
舎
利
ハ
西
龍
寺
之
舎
利
。
鑒
眞
和
尚
伝
来
云
々
、

招
醍
寺
与
同
也
、
自
月
輪
禅
定
殿
下
貞
慶
給
之
云
々
、
依
夢
想
自
貞
慶
手
相
伝
之
故
ニ
、
大
明
神
伝
来
之

舎
利
ト
云
也 

 

＊
長
禄
二
年
十
二
月
十
二
日 



 
（
前
略
） 

 

笠
置
寺
ヨ
リ
卷
数
進
之 

 

＊
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
年
）

一
二
月
二
〇
日
の
条 

 

己
心
寺
・
新
禅
院
よ
り
卷
数
并
に
大
柿
一
連
、
各
之
を
進
ず
。
恒
例
の
者
也
。
笠
置
寺
・
長
谷
、
極
楽

寺
・
内
山
中
院
、
巻
数
（
経
巻
の
目
録
）

之
を
進
ず
。 

 

＊
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
年
）

一
二
月
二
八
日
の
条 

 

西
金
堂
よ
り
巻
数
之
を
進
ず
。
笠
置
寺
同
じ
く
之
を
進
ず
。
常
喜
院
同
じ
く
之
を
進
ず
。 

 

＊
長
禄
四
年
十
二
月
十
二
日
の
条 

 

（
前
略
） 

 

橘
寺
巻
数
到
来
、
此
外
先
日
志
貴
山
・
笠
置
寺
等
進
之
云
々
、 

 

＊
文
明
元
年
（
一
四
六
九
年
）

一
〇
月
二
九
日
の
条 

 

英
淳
得
業
社
頭
に
参
籠
の
処
、
召
し
仕
う
る
小
者
、
天
狗
に
取
ら
れ
了
ん
ぬ
。
辰
貝
の
時
分
よ
り
見
え

ず
。
戌
の
剋
四
十
九
院
よ
り
帰
参
す
と
。
亡
然
と
し
て
相
語
り
て
云
う
、
笠
置
寺
・
越
知
の
笛
吹
山
（
奈
良

県
高
取
町
に
越
知
氏
館
跡
あ
り
、
背
後
に
貝
吹
山
あ
り
）

以
下
、
在
々
所
々
一
日
の
内
に
遊
行
す
と
云
々
。 

 

＊
文
明
九
年
（
一
四
七
七
年
）

一
二
月
二
四
日
の
条 

 

筒
井
・
成
身
院
よ
り
返
事
到
来
す
。
畏
ま
り
入
る
の
由
也
。
中
坊
、
先
夜
負
手
而
笠
置
に
之
在
り
と
云
々
。 

 

＊
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
年
）

九
月
二
六
日
の
条 

 

四
恩
院
の
一
臈
に
罪
科
あ
り
、
六
方
進
発
す
。
越
知
勢
共
百
計
り
大
湯
屋
辺
に
出
陣
、
召
し
取
る
べ
き

用
意
あ
り
と
云
々
。
笠
置
山
に
於
い
て
箸
尾
法
師
原
以
下
、
越
知
呪
詛
の
法
行
の
故
な
り
と
云
々
。
実
否

は
如
何
。 

 

＊
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
年
）

七
月
一
二
日
の
条 

 

瓜
五
合
（
筒
井
笠
置
の
陣
）
。
五
合
（
成
身
院
京
都
、
以
上
五
ケ
所
二
人
）
。
五
合
（
慶
英
律
師
）
。

五
合
（
御
洗
）
。 

 

＊
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
年
）

十
二
月
八
日
の
条 

 

去
る
三
日
、
細
川
九
郎
、
俄
に
丹
波
の
国
に
在
国
せ
し
め
了
ん
ぬ
。
一
宮
党
相
い
具
し
、
近
日
分
国
し
、

共
に
雅
意
に
任
ず
る
の
間
、
在
国
す
べ
き
の
由
、
兼
日
よ
り
其
の
沙
汰
に
及
ぶ
事
也
。
于
に
於
い
て
は
今

は
畠
山
一
人
在
京
の
官
領
也
。
如
何
に
為
す
べ
き
哉
。
初
終
は
定
め
て
将
軍
を
相
い
具
し
奉
り
て
、
笠
置

辺
に
下
向
す
べ
き
か
。
云
わ
く
北
陸
道
、
云
わ
く
東
西
、
各
物?

也
。
山
城
道
一
所
無
き
為
也
。
雑
説
の
如



き
者
、
所
々
の
国
は
今
出
川
殿
ご
成
敗
の
分
也
。 

 

＊
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
年
）

五
月
七
日
の
条 

 

大
仏
御
経
の
有
無
、
未
だ
一
定
せ
ず
と
云
々
。
寺
門
自
り
下
行
の
事
、
堂
衆
方
一
口
、
別
に
三
斗
の
米

之
れ
有
り
。
号
し
て
三
斗
米
と
云
々
。
半
分
下
行
す
べ
き
の
由
、
申
す
の
間
、
承
引
せ
ず
。
法
花
堂
・
中

門
堂
両
堂
共
に
去
月
よ
り
閇
門
せ
し
め
了
ん
ぬ
。
寺
門
面
目
を
失
す
る
の
間
、
両
堂
司
方
、
罪
科
せ
し
め
、

門
戸
を
切
る
べ
き
の
由
申
す
と
云
々
。
近
日
、
連
夜
群
勢
共
罷
り
出
る
と
云
々
。
堂
衆
方
合
力
を
堤
げ
、

寺
門
方
は
山
内
、
山
城
辺
り
の
衆
共
也
。
希
有
の
題
目
出
来
、
随
い
て
大
仏
恒
例
の
経
、
一
味
に
あ
ら
ざ

る
の
間
、
之
有
る
べ
か
ら
ざ
る
と
云
々
。
堂
方
の
得
分
也
。
寺
門
の
申
し
状
然
る
べ
か
ら
ざ
る
の
旨
、
其

の
沙
汰
に
及
ぶ
。 

 

此
の
正
月
、
二
月
比
、
講
堂
に
甲
乙
の
人
等
群
参
し
、
是
非
無
き
の
凶
事
也
。
此
の
事
出
来
り
、
去
年

西
院
地
蔵
に
群
参
す
。
則
ち
此
の
陣
の
事
出
来
り
、
山
崎
・
西
院
辺
、
迷
惑
す
と
云
々
。 

 

近
日
、
又
た
笠
置
寺
辺
に
石
地
蔵
之
有
り
、
群
参
是
非
無
く
、
如
何
様
の
凶
事
也
。
不
思
儀
の
事
、
彼

の
辺
に
出
来
る
べ
き
者
也
。
先
年
、
福
智
院
地
蔵
（
大
乗
院
門
跡
近
く
に
福
智
院
地
蔵
堂
あ
り
）

に
此
の
如
き
群
集
り

了
ん
ぬ
。
其
の
後
足
軽
共
、
乱
入
し
、
郷
内
に
正
体
無
き
事
出
来
り
、
大
い
に
然
る
べ
か
ら
ざ
る
事
也
。

凡
そ
無
力
の
事
也
。 

 

＊
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
年
）

八
月
二
十
日
の
条 

 

笠
置
中
坊
の
在
所
に
盗
人
之
れ
あ
り
。
此
の
者
、
中
川
寺
の
坊
に
居
住
す
と
云
々
。
召
し
取
る
べ
き
旨

問
答
す
る
処
、
彼
の
一
山
の
寺
（
中
川
寺
）

承
引
せ
ず
と
云
々
。 

 

古
市
以
下
、
色
々
申
せ
し
む
と
雖
も
承
引
せ
ざ
る
の
間
、
在
々
所
々
相
い
語
り
て
中
坊
よ
り
中
川
寺
に

押
し
寄
せ
合
戦
に
及
び
了
ん
ぬ
。
中
川
寺
悉
く
以
て
発
向
し
、
寺
無
き
が
如
し
。
希
有
の
事
也
。 

 

＊
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
年
）

五
月
二
十
日
の
条 

 

昨
日
、
衆
中
所
々
に
進
発
す
。
盗
人
の
事
と
云
々
。
十
輪
院
堂
内
の
在
家
者
、
僧
坊
に
於
い
て
院
家
の

仏
具
以
下
連
々
之
を
恣
に
す
。
常
喜
院
立
具
之
を
取
り
、
之
を
召
し
取
る
と
云
う
。
則
ち
体
所
と
云
う
。

同
類
の
者
、
所
々
に
之
を
進
発
す
。
彼
の
盗
人
は
笠
置
中
之
を
切
る
と
被
官
の
人
云
々
。
講
堂
々
童
子
、

之
を
籠
に
召
し
置
く
の
処
、
番
衆
の
内
同
類
之
れ
在
り
、
同
道
せ
し
む
る
盗
人
共
に
逐
電
し
了
ん
ぬ
と
云
々
。

堂
童
子
の
越
度
也
。
罪
科
を
云
々
。 

 

＊
明
応
三
年
（
一
四
九
四
年
）

十
一
月
二
十
日
の
条 

 

夜
前
、
笠
置
中
坊
の
息
女
、
専
ら
重
所
へ
之
を
迎
う
と
云
々
。 

 

＊
明
応
六
年
（
一
四
九
七
年
）

十
一
月
十
四
日
の
条 

 

古
市
、
白
毫
寺
に
陣
取
り
、
甲
三
百
計
之
れ
在
り
と
云
々
。
七
時
分
、
観
禅
院
早
鐘
之
を
槌
つ
。
筒
井

勢

に
超
昇
寺
、
秋
篠
、
宝
來
以
下
合
せ
て
千
計
り
の
勢
と
云
々
。
合
戦
せ
し
め
古
市
を
打
ち
負
か
し
了



ん
ぬ
。
山
村
・
琵
琶
小
路
以
下
打
ち
死
に
済
々
と
之
れ
在
り
と
云
々
。
古
市
は
国
見
峯
を
之
れ
越
え
、
笠

置
寺
に
落
ち
付
く
と
云
々
。
白
毫
寺
、
在
家
共
之
を
焼
き
払
う
。
以
っ
て
の
外
の
次
第
な
り
。
筒
井
方
に

は
野
田
東
。 



五
ノ
六
、 

多
聞
院
日
記 

 
 

 

出
典 

多
門
院
日
記
（
辻
善
之
助
編 

三
教
書
院
） 

 

解
説 

興
福
寺
多
門
院
英
俊
（
一
五
一
八
年
～
一
五
九
六
年
）
の
日
記
を
中
心
と
す
る
記
で
文
明
十
年
（
一
四

七
八
年
）
か
ら
元
和
四
年
（
一
六
一
八
年
）
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
山
城
と
化
し
た
感
の

あ
る
笠
置
寺
の
姿
が
断
片
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。 

 

応
仁
の
乱
が
終
わ
っ
た
（
一
四
七
七
年
）
後
も
山
城
、
大
和
に
お
い
て
は
守
護
大
名
た
ち
の
勢
力
争
い
が

依
然
と
し
て
続
き
、
こ
こ
に
木
沢
長
政
と
い
う
笠
置
山
に
関
係
す
る
次
の
役
者
が
登
場
す
る
。 

 

木
沢
氏
は
代
々
河
内
守
護
畠
山
氏
譜
代
の
被
官
で
あ
っ
た
。
長
政
は
畠
山
義
尭
の
守
護
代
と
し
て
河
内

の
飯
盛
城
を
預
け
ら
れ
て
い
た
が
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
年
）
に
は
細
川
晴
元
（
応
仁
の
乱
の
立
役
者
勝

元
の
曾
孫
）
の
被
官
と
な
り
、
大
和
に
信
貴
山
城
を
造
り
山
城
笠
置
城
を
修
復
し
て
河
内
、
大
和
、
山
城

の
三
国
に
勢
威
を
振
る
っ
た
。 

 

し
か
し
、
当
時
の
細
川
晴
元
政
権
内
部
で
三
好
長
慶
が
台
頭
す
る
と
長
政
は
こ
れ
と
競
い
、
天
文
十
年
（
一

五
四
一
年
）
八
月
以
降
、
摂
津
国
衆
の
紛
争
へ
の
介
入
を
巡
っ
て
晴
元
、
長
慶
と
対
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
頃
山
城
守
護
代
と
も
な
っ
て
い
た
長
政
は
同
十
月
、
つ
い
に
晴
元
政
権
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
京

都
を
攻
略
せ
ん
と
し
て
虎
視
眈
々
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
に
笠
置
城
は
長
政
側
の
陣
営
の
拠
点
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

木
沢
方
の
要
塞
と
な
っ
て
い
た
笠
置
城
の
大
将
は
「
右
近
」
と
い
い
、
右
近
の
甥
は
甲
賀
者
で
あ
っ
た
。

七
～
八
十
人
の
守
備
の
者
を
擁
し
て
い
た
が
、
笠
置
城
の
弱
点
は
水
で
、
笠
置
城
の
落
城
は
時
間
の
問
題

と
判
断
し
て
い
る
。 

 

同
年
十
一
月
二
十
六
日
の
朝
、
伊
賀
者
が
笠
置
城
へ
忍
び
込
み
坊
舎
に
放
火
し
た
。
そ
し
て
同
二
十
八

日
に
笠
置
城
を
巡
っ
て
戦
い
が
あ
り
、
木
沢
勢
は
城
中
か
ら
二
手
に
分
け
て
討
っ
て
出
て
、
攻
め
手
三
十

人
余
を
討
ち
殺
し
伊
賀
の
者
は
皆
退
散
し
た
。
笠
置
城
を
攻
め
た
の
は
大
和
土
着
の
豪
族
筒
井
順
昭
で
あ

る
。
こ
れ
は
細
川
晴
元
に
よ
る
長
政
へ
の
牽
制
策
に
よ
る
も
の
で
、
城
中
に
籠
も
っ
て
い
た
甲
賀
の
者
に

対
抗
し
て
筒
井
順
昭
は
伊
賀
衆
を
使
っ
て
城
中
に
忍
び
込
ま
せ
、
城
に
放
火
し
て
戦
を
仕
掛
け
た
の
で
あ

る
。 

 

木
沢
長
政
が
京
都
に
迫
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
山
城
守
護
の
細
川
晴
元
は
岩
倉
に
退
き
、
将
軍
足
利
義
晴

も
近
江
、
坂
本
に
移
る
自
体
と
な
っ
た
が
、
晴
元
側
は
す
ぐ
体
制
を
立
て
直
し
、
翌
天
文
十
一
年
（
一
五

四
二
年
）
長
政
を
河
内
の
太
平
寺
に
お
い
て
畠
山
、
三
好
の
軍
勢
が
討
ち
取
り
、
十
年
間
に
お
よ
ぶ
長
政

の
権
勢
に
終
止
符
を
打
っ
た
。 

 

長
政
亡
き
後
、
笠
置
城
の
砦
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
記
録
は
な
い
。
し
か
し
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇

年
）
二
月
の
条
に
「
笠
置
八
講
青
源
房
の
代
に
出
了
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
笠
置
寺

が
な
お
旧
来
か
ら
の
法
会
を
継
続
し
て
い
た
の
は
救
い
で
は
あ
る
。 

 

ま
た
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た
天
正
三
年
（
一
五
七
五
年
）
五
月
に
は
奈
良
の
僧
た
ち
が
笠
置
山
名
物
の



ツ
ツ
ジ
を
見
る
た
め
に
来
山
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
信
長
が
全
国
統
一
に
向
け
て
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い

た
時
で
、
信
長
の
伊
賀
攻
め
も
近
づ
い
て
い
た
が
笠
置
山
に
は
平
穏
の
時
が
過
ぎ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 原

文 

＊
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
年
）

一
一
月
二
六
日
の
条 

 

今
朝
伊
賀
衆
笠
置
城
忍
ヒ
入
テ
少
々
坊
舎
放
火
、
其
外
所
々
少
屋
ヲ
ヤ
キ
、
三
ノ
ツ
キ
ノ
内
一
ツ
居
取

ト
云
、
或
ハ
二
ト
云
篇
々
也
。 

 

木
沢
方
ノ
城
大
将
右
近
カ
ヲ
ヰ
ニ
江
州
カ
ウ
カ
ノ
モ
ノ
也
云
々
。
人
数
僅
七
．
八
十
在
之
云
々
。
弥
勒

ノ
タ
ケ
ヲ
モ
チ
テ
ヰ
ル
所
ニ
、
彼
山
ニ
ハ
一
向
水
無
之
間
、
経
ズ

程
ヲ
可
落
、
簀
川
、
少
柳
生
僞
ト
ウ
ラ
カ

ヘ
ル
ト
云
々
。 

 

筒
井
衆
少
々
ウ
シ
ロ
ツ
メ
ニ
立
チ
了
云
々
。
事
之
様
体
諸
国
相
調
、
六
角
殿
右
京
兆
ヘ
可
有
御
合
力
之

由
一
定
々
々
（
後
略
） 

 
 ＊

同
月
二
八
日
の
条 

 

於
笠
置
有
テ

合
戦
、
木
沢
方
城
ヨ
リ
二
手
ニ

作
テ
打
出
テ
、
悉
ク
以
テ
打
殺
、
伊
賀
皆
以
退
散
了
云
々
。

人
数
丗
人
余
打
死
云
々
、
先
以
安
堵
了
。 

 

＊
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
年
）

二
月
三
日
の
条 

 

笠
置
八
講
青
源
房
ノ
代
リ
ニ
出
了
、
中
臈
ハ
順
縁
房
迄
也
。 

 

＊
天
正
三
年
（
一
五
七
五
年
）

五
月
一
六
日
の
条 

 

昨
日
ヨ
リ
笠
置
ノ
ツ
ヽ
シ
見
ニ
、
常
如
院
、
清
浄
院
、
栄
勝
ヽ
、
良
学
同
道
ニ
テ
被
下
処
、
一
向
花
ハ

無
之
、
帰
ニ
カ
モ
ノ
竹
子
見
了
、
一
段
之
見
事
了
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読
み
下
し
文 

＊
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
年
）

一
一
月
二
六
日
条 

 

今
朝
伊
賀
衆
笠
置
城
へ
忍
ヒ
入
テ
少
々
坊
舎
放
火
、
其
外
所
々
少
屋
ヲ
ヤ
キ
、
三
ノ
ツ
キ
ノ
内
一
ツ
居

取
ト
云
、
或
ハ
二
ト
云
篇
々
也
。 

 

木
沢
方
ノ
城
大
将
右
近
カ
ヲ
ヰ
ニ
江
州
カ
ウ
カ
ノ
モ
ノ
也
云
々
。
人
数
僅
七
．
八
十
在
之
云
々
。
弥
勒

ノ
タ
ケ
ヲ
モ
チ
テ
ヰ
ル
所
ニ
、
彼
山
ニ
ハ
一
向
水
無
之
間
、
経
ズ
程
ヲ
可
落
、
簀
川
、
少
柳
生
偽
ト
ウ
ラ

カ
ヘ
ル
ト
云
々
。 

 

筒
井
衆
少
々
ウ
シ
ロ
ツ
メ
ニ
立
チ
了
ン
ヌ
ト
云
々
。
事
ノ
様
体
諸
国
相
イ
調
ヘ
、
六
角
殿
右
京
兆
ヘ
可

有
御
合
力
之
由
一
定
々
々
（
後
略
） 

 
 ＊

同
月
二
八
日
条 

 

於
笠
置
有
テ
合
戦
、
木
沢
方
城
ヨ
リ
二
手
ニ
作
テ
打
出
テ
、
悉
ク
以
テ
打
殺
、
伊
賀
皆
以
退
散
了
云
々
。



人
数
丗
人
余
打
死
云
々
、
先
ズ
以
ッ
テ
安
堵
シ
了
ン
ヌ
。 

 

＊
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
年
）

二
月
三
日
の
条 

 

笠
置
八
講
青
源
房
ノ
代
リ
ニ
出
デ
了
ン
ヌ
、
中
臈
ハ
順
縁
房
迄
也
。 

 

＊
天
正
三
年
（
一
五
七
五
年
）

五
月
一
六
日
の
条 

 

昨
日
ヨ
リ
笠
置
ノ
ツ
ヽ
シ
見
ニ
、
常
如
院
、
清
浄
院
、
栄
勝
ヽ
、
良
学
同
道
ニ
テ
被
下
処
、
一
向
花
ハ

之
レ
無
ク
、
帰
ニ
カ
モ
ノ
竹
子
ヲ
見
了
ン
ヌ
、
一
段
ノ
見
事
ニ
了
ン
ヌ
。 

     


